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大
災
害

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

─
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
─

　東日本大震災や一昨年熊本県を含む九州北部

を襲った九州北部豪雨災害などは、私たちの想

像をはるかに超えた被害をもたらし、被災地では

今もなお復興に向けた努力が続けられています。

　伝えられる被害の大きさには、災害から自分

や家族、地域を守ることの厳しさ、難しさを改め

て思い知らされました。

　大災害はいつ発生するか分かりません。分か

らないからこそ、私たちは対岸の火事としてで

はなく、自分たちのこととして、大災害に備える

必要があります。

問合せ先　危機管理課危機管理係☎㉒ 1111（内線 2242）

平成 26・6  （2） 



普
段
の
心
が
け

○
日
頃
か
ら
天
気
予
報
に
関
心
を

持
ち
、
梅
雨
時
季
や
台
風
が
接

近
し
て
い
る
時
な
ど
は
、大
雨
・

　
洪
水
な
ど
の
警
報
や
防
災
情
報

に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
・
避
難
経
路
を
家
族

全
員
で
確
認
し
、
安
否
の
確
認

が
で
き
る
方
法
も
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
が
け
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
や
す
く
な
る
梅
雨
の
時
期
に

は
、
も
う
一
度
家
の
周
り
や
近

所
を
点
検
し
、
危
険
箇
所
な
ど

を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
緊
急
時
の
携
行
品
を
日
頃
か
ら

準
備
し
、
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
時
は

○
危
険
が
迫
っ
た
時
は
、
市
や
警

察
・
消
防
等
か
ら
避
難
の
呼
び

か
け
を
し
ま
す
の
で
、
防
災
行

政
無
線
や
広
報
車
に
注
意
し
ま

─
災
害
に
対
す
る
日
々
の
備
え
万
全
に
─

非常用持出品
チェックリスト

　非常持出の袋などは、いつでも持ち出せる場所に備えて
おきましょう。

●貴重品類
□健康保険証　□免許証　□預金通帳
□印鑑　　　　□現金

●避難用具
□懐中電灯　　□携帯ラジオ
□予備の乾電池

●生活用品
□厚手の手袋　□ティッシュペーパー
□ライター　
□乳幼児がいる場合…ほ乳びん、粉ミルク、
　　　　　　　　　　紙おむつなど

●救急用具
□救急箱（絆創膏、消毒液など）
□常備薬・持病の薬

●非常食糧
□乾パン　　　□缶詰　
□飲料水（1人1日3ℓが目安）

●衣料品
□下着・靴下　□長袖・長ズボン　
□防寒着など

●その他
□ヘルメット・防災ずきん

し
ょ
う
。

○
避
難
の
呼
び
か
け
が
な
く
て
も

気
象
情
報
に
注
意
し
、
早
め
の

避
難
を
心
が
け
し
ま
し
ょ
う
。

○
近
所
の
お
年
寄
り
や
、
子
ど
も

な
ど
の
避
難
に
お
互
い
に
協
力

し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
路
は
高
い
道
路
を
選
び
、

側
溝
や
水
路
な
ど
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

○
火
の
始
末
と
戸
締
り
を
確
実
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
地
域
に
自
主
防

災
組
織
は
あ
り
ま
す
か
？

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
署
な
ど
の
防
災
関
係
機

関
は
全
力
を
あ
げ
て
救
助
活
動
を

行
い
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
や
交
通
網
の
寸
断
、
同
時
に

多
発
す
る
火
災
な
ど
に
よ
り
、
十

分
な
救
助
が
で
き
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
、
頼
り
に
な

る
の
が
隣
近
所
の
助
け
合
い
で
す
。

こ
の
助
け
合
い
を
地
域
で
組
織
化

し
た
も
の
が
自
主
防
災
組
織
で
、

被
害
の
軽
減
や
復
旧
の
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
共

通
の
目
的
を
も
っ
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
自
発
的
に
結
成
す
る
自
主

防
災
組
織
の
各
地
区
で
の
設
置
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
未
設
置
の
行
政
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
か
ら
説
明
に
伺
い
ま
す

の
で
、
設
置
に
向
け
て
検
討
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
設
置
を
さ
れ
て
い

る
行
政
区
も
、
地
区
の
総
会
や
集

ま
り
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
、
訓

練
の
実
施
や
話
し
合
い
な
ど
の
活

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
訓
練
の
や
り
方
や
わ

か
ら
な
い
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

危
機
管
理
課
☎
㉒
１
１
１
１
（
内

線
２
２
４
１
・
２
２
４
２
）
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
災
害
時
に
力
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、日
頃
か
ら
の
活
動
を
通
し
、

地
域
の
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

■市内における自主防災組織の
　　　　　　　　　　　　設置状況
　　　　　　　  （平成 26.₅.1 現在）

地　区
行政
区数

（A）

設置
行政
区数

（B）

設置率
（B/A）

宇土地区 46 33 72％

花園地区 22 20 91％

轟 地 区 14 11 79％

走潟地区 8 8 100％

緑川地区 9 8 89％

網津地区 25 25 100％

網田地区 34 34 100％

全 　 体 158 139 88％

（3）   平成 26・6



　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
6
月
に「
児
童
手
当
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届

は
、
毎
年
6
月
1
日
現
在
の
状
況

を
確
認
し
、
6
月
分
以
降
の
児
童

手
当
を
引
き
続
き
支
給
で
き
る
か

ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め
の
大
切

な
届
出
で
す
。
対
象
と
な
る
方
に

は
、
6
月
初
旬
に
子
育
て
支
援
課

か
ら
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
6　
月
30　
日（
月
）ま
で
に
子

育
て
支
援
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場

合
、
6　
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
６
月
2
日
（
月
）
～
６
月
30
日

（
月
）（
土
日
を
除
く
）

◆
受
付
窓
口

　
子
育
て
支
援
課
（
本
庁
１
階
）

児
童
手
当
現
況
届
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
集
中

受
付
を
行
い
ま
す

　
次
の
期
間
は
、
児
童
手
当
現
況

届
と
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
申
請
書
を
同
時
に
受
付
し
ま

す
。土
曜
日
も
開
設
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
日
時

6
月
25
日（
水
）、
26
日（
木
）、

27
日（
金
）、
28
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

午
後
１
時
～
午
後
５
時

◆
受
付
場
所

市
役
所
別
館
（
旧
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）2
階
　
講
習
室

★
児
童
手
当
と
は

　
児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
原
則
、
申
請
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
と
な
り
ま

す
が
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
児

童
手
当 

（
特
例
給
付
）
を
受
給
で

児
童
手
当
を
現
在
受
け
て
い
る
方

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　
平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
率
が
8
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
得
の
低
い
方
々
や
子
育
て
世
帯
の

方
へ
の
負
担
の
影
響
を
考
慮
し
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者

平
成
26
年
度（
平
成
25
年
分
）市
民

税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

※
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
（
税

法
上
の
扶
養
で
あ
り
、
同
居
や
仕

送
り
の
有
無
な
ど
は
問
い
ま
せ

ん
）
し
て
い
る
方
が
課
税
さ
れ
て

い
る
場
合
、
生
活
保
護
の
受
給
者

と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

給
付
額
　

1
人
に
つ
き
1
万
円

加
算
対
象
者
　
支
給
対
象
者
の
中

で
、
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
の

受
給
者

加
算
額
　

1
人
に
つ
き
5
千
円

申
請
方
法
　
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
申
請
書
と
申
請
に
必
要
な
も

の
を
添
付
し
て
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
郵
送
す
る
か
、
受
付
窓
口
へ

必
要
書
類
を
持
参
し
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
お
よ
び
受
付
期
間
（
土

日
祝
日
を
除
く
）

・
市
役
所
5
階
第
2
会
議
室

7
月
1
日（
火
）～
9
月
30
日（
火
）

・
網
田
支
所
、
網
津
支
所

7
月
1
日（
火
）～
7
月
31
日（
木
）

受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

延
長
窓
口（
福
祉
課
）

7
月
1
日
（
火
）
～
4
日
（
金
）、
7

日（
月
）
～
11
日（
金
）の
午
後
5

時
15
分
～
午
後
8
時
・
7
月
6
日

（
日
）、
13
日
（
日
）
の
午
前
9
時
～

午
後
4
時

申
請
に
必
要
な
も
の

　
申
請
書
、
印
鑑
、
受
取
口
座
の

通
帳
の
写
し
、
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類 （
免
許
証
・
保
険
証
等
）

の
写
し
※
対
象
と
な
る
方
全
員
の

分
が
必
要
で
す
。

　
加
算
措
置
の
対
象
と
な
る
方

は
、
こ
の
ほ
か
に
加
算
関
係
確
認

書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
先
　
福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
８
１
４
）

・
原
則
と
し
て
、
申
請
期
間

外
の
申
請
や
基
準
日
（
平

成
26
年
1
月
1
日
）
時
点

で
宇
土
市
に
住
民
票
が
な

い
方
の
申
請
は
受
け
付
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
基
準
日
以

降
に
転
入
し
た
方
は
、
元

の
市
町
村
が
申
請
窓
口
に

な
り
ま
す
。

・
申
請
期
間
な
ど
は
、
各
市

区
町
村
で
異
な
り
ま
す
。

宇
土
市
以
外
が
申
請
先
と

な
る
方
は
、
事
前
に
そ
の

市
区
町
村
に
問
い
合
せ
る

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
確
認
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

・
基
準
日
（
平
成
26
年
1
月

1
日
）
に
生
ま
れ
た
方
は

給
付
金
の
対
象
に
な
り
ま

す
が
、
基
準
日
の
翌
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
は
対
象

注
意
事
項

６
月
は
児
童
手
当
の

現
況
届
の
月
で
す

６
月
中
に
現
況
届
が
必
要
で
す
！！

⇒

平成 26・6  （4） 



児童の年齢 児童手当の額（１人当たり月額）

3歳未満 一律15,000円

3歳以上小学校終了前 10,000円（第3子以降は15,000円）

中学生 一律10,000円

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 収入額の目安（万円）

0 人 622 833.3

1 人 660 875.6

2 人 698 917.8

3 人 736 960.0

4 人 774 1002.1

5 人 812 1042.1

き
な
い
月
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

★
手
当
の
概
要

１
．
支
給
対
象

　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕

生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
）の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

２
．
支
給
額

★
支
給
時
期

　
毎
年
６
月
、
10
月
、
２
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

★
特
例
給
付

　
次
の
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

支
給
対
象
者

次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
方

①
平
成
26
年
1
月
分
の
児
童
手

当
・
特
例
給
付
を
受
給

②
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当

の
所
得
制
限
限
度
額
未
満

※
下
の
現
況
届
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
児
童
　
支
給
対
象
者
の
平
成

26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
・
特
例

給
付
の
対
象
と
な
る
児
童
。

　
た
だ
し
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

の
対
象
と
な
る
児
童
、
生
活
保
護

制
度
の
被
保
護
者
に
あ
た
る
児
童

は
対
象
外
で
す
。

※
平
成
26
年
1
月
1
日
に
生
ま
れ

た
児
童
は
、
平
成
26
年
2
月
分
の

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対
象
と

な
っ
て
い
れ
ば
、
対
象
児
童
に
含

み
ま
す
。

※
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対
象

児
童
で
あ
れ
ば
、
子
育
て
世
帯
臨

時
給
付
金
の
申
請
・
支
給
時
に
中

学
校
を
卒
業
し
て
い
る
場
合
で

も
、
対
象
児
童
に
含
み
ま
す
。

給
付
額

対
象
児
童
1
人
に
つ
き
1
万
円

申
請
方
法
　
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
は
6
月
中
旬
に
申
請
書
等
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
内
に

郵
送
ま
た
は
受
付
窓
口
に
持
参

し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
配
布
さ

れ
て
い
る
申
請
書
等
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
お
よ
び
受
付
期
間
（
土

日
祝
日
を
除
く
）

市
役
所
１
階
子
育
て
支
援
課
窓
口

6
月
25
日（
水
）～
9
月
30
日（
火
）

受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

延
長
窓
口（
子
育
て
支
援
課
）

7
月
1
日
（
火
）
～
4
日
（
金
）、
7

日（
月
）
～
11
日（
金
）の
午
後
5

時
15
分
～
午
後
8
時
・
7
月
6
日

（
日
）、
13
日
（
日
）
の
午
前
9
時
～

午
後
4
時

◎
児
童
手
当
現
況
届
と
合
わ
せ
て

集
中
受
付
も
実
施
し
ま
す
！

　
下
の
現
況
届
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書

※
公
務
員
の
人
は
児
童
手
当
受
給

状
況
証
明
書
も
必
要
で
す
。

※
児
童
手
当
の
振
込
口
座
と
異
な

る
口
座
を
指
定
す
る
場
合
は
次
の

書
類
が
必
要
で
す
。

・
本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券

等
の
写
し
）・
指
定
し
た
口
座
が

確
認
で
き
る
書
類（
金
融
機
関
名
、

口
座
番
号
、
口
座
名
義
人（
カ
ナ
）

が
わ
か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
写
し
）

郵
送
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１

（
内
線
２
８
１
３
）〒
８
６
９

−

０

４
９
２
（
市
役
所
専
用
）

と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

基
準
日
か
ら
支
給
決
定
が

さ
れ
る
ま
で
の
間
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
も
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

○！
臨
時
福
祉
給
付
金
や
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個

人
情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
市
役
所
や
厚
生

労
働
省
な
ど
を
か
た
っ
た
不

審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た

場
合
は
、
市
役
所
や
警
察
署

ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
制
度

に
関
す
る
問
合
せ
先
　
厚
生

労
働
省
相
談
窓
口
☎
０
５
７

０
（
０
３
７
）
１
９
２

方
に
対
し
て
は
、
児
童
手
当
の
支

給
は
さ
れ
ず
、
当
分
の
間
、
特
例

給
付
と
し
て
児
童
一
人
に
つ
き
月

額
５
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
支
給
に
つ
い
て

は
、
児
童
手
当
と
同
じ
6
月
・
10

月
・
2
月
の
支
給
と
な
り
ま
す（
年

3
回
）。

所
得
制
限
限
度
額
（
平
成
24
年
６

月
分
の
手
当
よ
り
）

問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
８
１
３
）
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問合せ先　税務課課税係☎㉒ 1111（内線 2511）

税制改正に伴う平成 26 年度の
個人住民税などのお知らせ

（１）市民税・県民税の均等割の改正
　東日本大震災を踏まえて、地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源確保のため、平成26年度から平成35
年度までの10年間、市民税と県民税の均等割額がそれぞれ500円ずつ引き上げられます。

（2）公的年金所得者が寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合の住民税申告手続きの簡素化
　公的年金等に係る所得以外の所得を有しなかった方が、寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合、年金保険者に提出す
る扶養控除申告書に「寡婦 (寡夫 )」の記載をし、提出することにより、住民税の申告書等の提出が不要となりました。
　ただし、年金保険者扶養控除申告書に「寡婦（寡夫）」の記載を忘れたり、扶養控除申告書を提出しなかった方で寡婦（寡
夫）控除を受ける場合等は、これまでどおり確定申告または住民税申告が必要になります。

（１）課税限度額の変更

　国民健康保険では、前年中の所得金額等から算定されますが、このうち、後期高齢者支援分と介護分の課税限度額が変
わります。国民健康保険税を計算した結果が課税限度額を超えた場合は、課税限度額が国民健康保険税額になります。

（2）所得が少ない世帯に対する軽減対象を拡大

　国民健康保険税では、世帯主と加入者の所得の合計額および加入者の人数に応じて、国民健康保険税の均等割額と平等
割額が7割、5割、2割分軽減されますが、このうち、国民健康保険税の5割軽減と2割軽減の軽減判定所得が変更となり、軽
減対象者が拡大されます。
　ただし、同世帯内に所得額の申告をしていない人がいる場合には、軽減できないことがあります。

均等割 改正前（平成25年度まで） 改正後(平成26～ 35年度)
市民税 3,000円 3,500円

県民税 1,500円 2,000円

合　計 4,500円 5,500円
※県民税の税額には、水とみどりの森づくり税（500 円）を含んでいます。

平成25年度課税限度額 平成26年度課税限度額
医療分 51万円 51万円

後期高齢者支援分 14万円 16万円

介護分 12万円 14万円

最高課税限度額 77万円 81万円

区分 軽減基準所得（世帯合計所得）
7割軽減 　33万円以下

5割軽減 　33万円＋（24万5千円×被保険者と旧国保被保険者（※1）の合算数）以下

2割軽減 　33万円＋（被保険者数と旧国保被保険者（※1）の合算数×45万円）以下
※ 1　国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した人

【個人住民税に係る税制改正の概要】

【国民健康保険税に係る税制改正の概要】

住民税
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熊本東年金事務所の職員による出張相談を行っています。
■期日　6 月 19 日（木）・ 7 月 3 日（木）・ 7 月 17 日（木）
　　　　※ 4 月から第 1・第 3 木曜日の 2 回に変更になりました。
■時間　午前 10 時～午後 3 時
■会場　福祉センター 2 階会議室　
■申込み先　熊本東年金事務所お客様相談室☎ 096（367）2503

免除の基準
１．全額免除

本人、配偶者、本人の属する世帯の世帯主のいずれもが以下の基準のいずれかを満たしていること。
（1）　前年の所得が次の額以下であること。

 （控除対象配偶者および扶養家族の数＋1）×35万円＋22万円
　※単身世帯の場合は57万円　

（2）　障がい者または寡婦であって、前年の所得が125万円以下であること。
２． 一部免除
　本人、配偶者、本人の属する世帯の世帯主のいずれもが以下の基準のいずれかを満たしていること。
　（1）　前年の所得が次の額以下であること。

　Ａ　雑損控除額、医療費控除額、社会保険料控除額、小規模企業共済等掛金控除、障害者控除額（27万円）、特
別障害者控除額（40万円）、寡婦（寡夫）控除額（27万円）、特定寡婦控除額（35万円）、勤労学生控除額（27万円）、
配偶者特別控除額

　Ｂ　ア）老人控除対象配偶者または老人扶養親族1人につき、48万円
　　　イ）特定扶養親族（16歳以上23歳未満の扶養親族）1人につき、63万円

A＋B＋78万円
（4分の3免除）

A＋B＋１１8万円
（半額免除）

A＋B＋１58万円
（4分の１免除）

■国民年金保険料の免除制度とは…
　第1号被保険者で、所得が低い、失業したなどの理由で国民年金保険料が納められない人のために、免除制度があり
ます。免除を希望する方は、保険課または年金事務所で手続きが必要です。
　なお、免除期間は、年金を受けるための必要な期間として取り扱われます。
　ただし、「4分の3免除」、「半額免除」、「4分の1免除」は、それぞれ「4分の1納付（3,810円／月）」、「半額納付（7,630円／月）」、

「4分の3納付（11,440円／月）」しなければ未納扱いになります。

■障害基礎年金の受給者で20歳前に初診日のある障害により年金を受けている方
　（年金証書の年金コード上2桁が63の方　（例）　年金コード「6350」）
■旧国民年金法による障害福祉年金からの移行（裁定替え）により年金を受けている方
　（年金証書の年金コード上2桁が26の方　（例）　年金コード「2650」）
○対象となる方には、日本年金機構から7月上旬までに「現況届」が送付されますので、必要事項を記入し、7月末までに

保険課国保年金係へ提出してください。
　なお、現況届に併せて診断書を提出しなければならない場合は、現況届欄のある診断書が送られてきますので、医師

に記入してもらい、期限までに提出してください。
○上記の年金を受け始めてから1年以内の方や、年金が全額支給停止となっている方および障害基礎年金の額が障がい

の程度が変わったことにより改定されてから1年以内の方は、現況届を提出する必要がありませんので送付されませ
ん。

○親族等代理の方が記入する場合は、受給権者の欄および加給年金額対象者の欄をもれなく記入し、「代理人署名欄」に
代筆者の氏名・住所を記入してください。

※住民基本台帳ネットワークにより現況が確認された方についても、「所得状況届」が送付されます。

年金事務所　年金相談
※年金相談は予約制です。

7 月は障害基礎年金の現況届提出月です

知っておきたい

問合せ先　熊本東年金事務所お客様相談室☎ 096（367）2503　　　保険課国保年金係☎㉒ 1111（内線 2164・2167）　

国 民 年 金
7月１日から「平成26年度国民年金保険料免除申請」の受付が開始されます

※平成26年度＝平成26年7月から平成27年6月までの期間です。
※継続申請に該当する方以外は、毎年申請が必要です。

国民年金
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タウントピックス

いい汗かいて仲間づくり
地区対抗女子ソフトボール大会

　5月10日、市運動公園グラウンドで第33回宇土市地区対抗女子
ソフトボール大会が行われ、市内７地区の女性約100人が参加し
ました。
　開会式では前年度優勝の花園地区から田口幸子選手が力強く
選手宣誓を行い、各チームとも熱戦を繰り広げました。決勝戦
では、轟地区と宇土地区が対戦。７対5の結果で接戦を制し、轟
地区が優勝しました。
　結果は次のとおりです。
　優勝　轟地区
　2位　 宇土地区
　3位　 網田地区・花園地区

自分たちの地域は自分たちで守ろう
生活安全パトロール隊身分証交付

　5月8日、市民体育館で生活安全パトロール隊身分証交付式
および研修会が行われました。
　平成18年に、市民の安心・安全を守るために結成された生
活安全パトロール隊は、市内の8支部で組織されています。
　式では、94人に身分証を交付し、防犯パトロール活動の心
得などの研修を行いました。隊員は、市民の皆さんに事件・
事故がなく安心・安全に過ごせるよう「生活安全パトロール隊」
とプリントされたベストと帽子を装着し、各地域を巡回しま
す。

優勝した轟地区の皆さん

安心・安全を守ります

潮風に吹かれて、砂干潟を満喫
御輿来海岸サンセットウォーキング

　5月1７日、網田駅と網田市民グラウンドをスタート、干潟景勝
地をゴールとした御輿来海岸サンセットウォーキングが開催さ
れ、市内外から約200人が参加しました。
　これは、「日本の渚百選」にも選ばれている御輿来海岸を市
内外に広くＰＲしようと市観光物産協会が行ったもので、今回で
4回目の開催となります。
　参加者は、御輿来海岸を見渡す干潟景勝地を目指して午後4
時40分ごろスタートし、約20分かけて到着。当日の天候が曇り
だったため、美しい夕日に輝く御輿来海岸は見ることができま
せんでしたが、砂干潟の美しさに目を奪われました。また、う
とん行長しゃんも登場し会場を盛り上げたほか、県内を中心に活
躍するO

オ

－
ー

t
タ ム

umnの2人によるコンサートも行われ、優しい歌声
と心地よいメロディーを聴きながら、参加者は心癒されるひと
ときを過ごしました。

御輿来海岸の砂干潟を満喫
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くらし
Town Topix

地域活性のために
（株）マリーナジャパンが寄附金贈呈
　5月28日、（株）マリーナジャパン（南隆康社長）が市庁舎を
訪れ、元松茂樹市長に約650万円を寄贈しました。これは、宇
土マリーナと同マリーナ物産館の指定管理者である同社が同
施設の平成25年度決算剰余金が発生したため、寄贈したもの
です。
　元松市長は「寄附をいただき、ありがとうございます。宇土
の名所として、行政も知恵を絞っていきたいと思いますので、
今後とも運営・管理をよろしくお願いします」と話しました。
　なお、寄附金はマリーナ振興に充てるため、宇土マリーナ
施設整備基金に積立てられます。

戦争の悲惨さを後世に
シベリア抑留体験の講演会　開催
　5月1７日、福祉センターで、シベリア抑留を体験された方の
講演会が開催され、市内外から約120人が参加しました。これ
は、シベリア抑留のような人権侵害が行われないよう後世に
語り継ぐために、市と社会福祉協議会が主催したものです。
　講演会では、講師の荒木正則さん（旧花園村出身）が、シベ
リア抑留体験時の酷寒での重労働や飢え、2003年からの遺骨
収集などについて語りました。ほかにも、荒木さんが制作し
たビデオ上映やハーモニカ伴奏でシベリア抑留に関する歌の
合唱などをしました。
　荒木さんは、戦後3年間シベリアでの抑留を体験し、この体
験を風化させまいと各地で講演会を開催するほか、昨年夏89
歳で10回目のシベリア遺骨収集に参加するなど活動をされて
います。

ありがとうございます

講演会の様子

ブラジルと宇土の交流の懸け橋に
ブラジル移住者　故郷の熊本を訪問
　5月16日、ブラジル在住の熊本県移住者とその子孫19人が大
太鼓収蔵館を訪れました。
　これは、「ブラジル熊本県文化交流協会」が昨年ブラジル・
サンパウロ市で行った55周年式典に、熊本県から副知事など
約40人が出席したことから、今回はそのお礼として「熊本訪問
ふれあいの旅」と題して熊本を訪問したものです。
　大太鼓収蔵館での交流会では、市民会館の高田大介さんが
大太鼓の演奏を披露し、村田宣雄副議長が「今回の訪問で大太
鼓、轟水源など宇土の歴史、文化に触れていただき、今後も
ぜひ交流を続けていきたい」と歓迎のあいさつ。訪問団から
は、移住者の方々が大正時代、日本からブラジルに持っていっ
た竹の苗を育てて制作した竹細工の置物を市に贈呈しました。
　ブラジル熊本県文化交流協会田呂丸哲次会長は「日本の心、
ルーツを持ってブラジルで頑張っています。これからもブラ
ジルと熊本県との交流を続けていきたい」と話しました。

ブラジルと熊本の交流を願って…
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タウントピックス

歴史ある宇土の魅力を発信
「うと学資料室」オープン！
　5月14日、教育委員会で元松茂樹市長、猪飼隆明宇土市歴史資料保
存活用事業運営委員会委員長他関係者により「うと学資料室」の開設
式典が行われました。「うと学資料室」とは、『新宇土市史』の編纂事
業時（平成4年度から平成20年度まで）に収集された数多くの歴史資料
（古文書、その他の記録等）を公開し、広く市民の方に利用してもら
うためのものです。
　式典では、元松市長が「今ある資料を後世に伝えていくことが大切。
まだまだ小さいが、一般の方に公開できるようになり嬉しい」と話し
ました。その後、元松市長と猪飼委員長によって看板が設置されまし
た。
【うと学資料室】
　場所　　　教育委員会1階文化課内（新小路町95番地）
　開室日時　月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　※祝日・年末年始を除く
　　　　　　（ただし、閲覧申請書の受付は午後4時30分まで）
　閲覧できる資料（H26.5.14現在）
　　　・「宇土細川家文書」複写資料
　　　　（原本所蔵：九州大学附属図書館付設記録資料館）
　　　・「宇土藩文書」複写資料（原本所蔵：県立図書館）
　　　・明治、大正、昭和期の宇土関連記事
　　　　九州日日新聞記事、熊本新聞記事、熊本日日新聞記事
　　　・宇土市教育委員会刊行の出版物　ほか

　※教育委員会所蔵の資料等も、公開の準備が整い次第、随時
公開していきます。

　歴史資料についての利用相談も受け付けますので、古代から受
け継がれてきた魅力ある宇土の歴史や文化について「もっと知りた
い！」という方、お気軽にご利用ください。
問合せ先　文化課文化係☎㉓0156

開設式典の様子

利用方法の説明中

網田の魅力満載！
網田マリンフェスタ２０１４
　5月11日、「道の駅」宇土マリーナで網田マリンフェスタ2014が行
われました。これは、網田地域の活性化を目的として毎年開催され
ていて、今年で19回目です。
　当日は快晴に恵まれ、会場はたくさんの家族連れなどで賑わいま
した。ステージでは、網田保育園の体操演技や網田小学校器楽部の
演奏などが披露され、来場者を魅了。また、うとん行長しゃんや県
内のゆるキャラたちが、当たりくじ付の餅投げをして会場を盛り上
げました。ネーブル早食い大会では、観客から大きな声援が聞こえ
てきました。
　芝生広場では、網田特産のイカが販売され、購入した人は設置さ
れたバーベキュー会場で地元の味に舌鼓。また、来場者には網田特
産のあさり貝のみそ汁が無料で振る舞われたほか、新鮮な活きイカ
も格安で販売され、飛ぶように売れていました。

大盛況のイカのバーベキュー

拾った餅には当たりくじがついているかな？

平成 26・6  （10） 



くらし

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 情報
く

コ ー ーナ

INFOMATION  NOW

らし

　
戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
推

進
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
実
施

す
る
方
に
対
象
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
建
物

①
市
内
に
所
在
す
る
戸
建
木
造
住

宅
で
、
現
に
居
住
し
て
い
る
も
の

②
在
来
軸
組
構
法
（
柱
や
梁
、
筋

か
い
な
ど
を
用
い
て
造
ら
れ
た
建

物
）
で
地
上
階
数
が
2
以
下

③
昭
和
56
年
5
月
31
日
（
旧
耐
震

基
準
）
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

④
過
去
に
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
診

断
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
も
の

補
助
対
象
者
　
住
宅
の
所
有
者
で

市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

補
助
金
額
　
耐
震
診
断
に
要
す
る

対
象
経
費
の
3
分
の
2
以
内
（
上

限
は
8
万
6
千
円
／
戸
）

募
集
件
数
　

3
件
（
先
着
順
）

募
集
期
限
　

9
月
30
日
（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
都
市
整
備

課
建
築
住
宅
係
（
申
込
書
お
よ
び

要
綱
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

中
）
☎
㉒
１
１
１

１
（
内
線
２
４
２

２
）

戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
平
成
26
年
度
の
正
式
な
保
険
料

平
成
26
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
7
月
に
決
定
し
ま
す

が
7
月
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
7

月
中
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
額
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
均
等
割
額
が

4
万
7
9
0
0
円
、
所
得
割
率
が

９
・
26
％
で
す
。

問
合
せ
先
　
保
険
課
国
保
年
金
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
１
６
４
）

◆
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
更

新
の
時
期
で
す

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効

期
限
は
、
7
月
31
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
8
月
1
日
か
ら
の
新
し
い

保
険
証
は
、
7
月
中
に
各
世
帯
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
保
険
課
国
保
年
金
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
１
６
３
）

宇
土
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
皆
さ
ん

　
熊
本
日
日
新
聞
社
と
市
か
ら
金

婚
夫
婦
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
ご
夫
婦
は
各
地
区

に
回
覧
す
る
申
込
書
に
記
入
し
、

7
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

対
象
　
昭
和
39
年
1
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
（
入

籍
）
さ
れ
た
夫
婦

提
出
先
　
福
祉
課
、
網
津
支
所
、

網
田
支
所
、
地
区
嘱
託
員

問
合
せ
先
　
福
祉
課
介
護
高
齢
者

支
援
係
☎
㉒
１
１

１
１
（
内
線
２
１

５
１
・
２
１
５
７
）

金
婚
夫
婦
該
当
者
の
皆
さ
ん
へ

《情報公開コーナー》
　宇土市情報公開条例第 25 条および宇土市個人情報保護
条例第 42 条の規定により、平成 25 年度請求分の各実施機
関の運用状況を次のとおり公表します。

運　用　状　況 市 長 その他の実施機関
公文書の開示請求件数 7 3

開 示 の 決 定 件 数 7 －
一 部 開 示 決 定 件 数 － 2
非 開 示 決 定 件 数 － 1

自己情報の開示請求件数 3 0
開 示 決 定 件 数 3 －
一 部 開 示 決 定 件 数 － －
非 開 示 決 定 件 数 － －

不 服 申 立 て の 件 数 0 0
　各種計画書などの行政資料は、市庁舎1Ｆロビーの「情
報公開コーナー」で閲覧することができます。お気軽に
ご利用ください。

問合せ先　総務課情報公開係
☎㉒ 1111（内線 2212・2217）

平成 26 年経済センサス−基礎調査
および商業統計調査を実施します

　総務省と経済産業省は、7月1日に、平成26年経
済センサス－基礎調査と平成26年商業統計調査を
一体的に実施します。
　全国のすべての事業所および企業が対象になります。
　調査票は6月末日までにお届けします。
　調査員は必ず調査員証を身に付けていますのでご確認く
ださい。
　なお、調査票に記入された事項については、統計以外の
目的には使用されませんので、皆さまの調査へのご理解・ご
回答をよろしくお願いします。

問合せ先　まちづくり推進課情報支援係
　　　　　☎㉒1111（内線2206）

（11）   平成 26・6



くらし
　
任
期
満
了
に
伴
う
、
宇
土
市
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

告
示
日
・
立
候
補
者
の
受
付
　

6

月
29
日
（
日
）
午
前
8
時
30
分
～

午
前
11
時
（
市
役
所
別
館
2
階
講

習
室
）・
午
前
11
時
～
午
後
5
時

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

選
挙
日
時
　

7
月
6
日
（
日
）
午

前
7
時
～
午
後
4
時

開
票
　

7
月
6
日
（
日
）
午
後
5

時
～
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
大
会

議
室

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す

投　票　区 投　票　所
第1投票区（宇土地区） 市役所別館1階会議室
第2投票区（轟地区） 轟公民館
第3投票区（花園地区） 花園コミュニティセンター
第4投票区（緑川地区） 緑川公民館
第5投票区（網津地区） 網津公民館
第6投票区（走潟地区） 走潟公民館
第7投票区（網田地区） 市役所網田支所

期
日
前
投
票
　

6
月
30
日
（
月
）

～
7
月
5
日
（
土
）
午
前
8
時
30

分
～
午
後
8
時
　
市
役
所
別
館
1

階
会
議
室

有
権
者
　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

問
合
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３

４
１
）

　
平
成
26
年
3
月
に
市
認
定
農
業

者
協
議
会
・
市
農
業
後
継
者
協
議

会
・
市
観
光
物
産
協
会
等
複
数
の

協
議
会
が
組
織
す
る
「
宇
土
市
の

旬
を
届
け
る
実
行
協
議
会
」
で
、

市
の
食
を
紹
介
す
る
冊
子
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
は
、
平
成
25
年
度
に

同
協
議
会
が
、
農
林
水
産
省
か
ら

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
作
成
し

た
も
の
で
あ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

内
で
は
、
生
産
者
や
そ
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
や
商
品
を
提
供
す
る

飲
食
店
等
を
こ
だ
わ
り
や
思
い
も

含
め
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
外
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

市
内
食
材
の
魅
力
や
特
色
を
、
さ

宇
土
市
の
旬
を
届
け
る
実
行

協
議
会
で
食
の
紹
介
冊
子
を

作
成
し
ま
し
た
！！

ま
ざ
ま
な
形
で
掘
り
起
こ
す
た
め

の
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
う

と
、
ほ
ん
と
？
」【
う
そ
、
ほ
ん

と
？
】
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
に

無
か
っ
た
切
り
口
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
冊
子
は
、
市
公
共
施
設
等
で
自

由
に
持
ち
帰
れ
る
他
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
そ
の
他
内
容
等
に
つ
い

て
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
宇
土
市
の
旬
を
届
け

る
実
行
協
議
会
事
務
局
（
農
林
水

産
課
・
商
工
観
光
課
）
☎
㉒
１
１

１
１
（
内
線
２
３
１
８
・
２
２
０

９
）

パンフレット

♪ちょっと拝見♪あなたの街のお元気クラブ

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人社団　金森会　あさひコート☎㉓5211
福祉課介護高齢者支援係☎㉒1111（内線2151）　　  医療法人社団　小田会　景雅苑☎㉗1010

　今回は歴史ある馬門公民館で開催されているお元気クラブの様子を紹介します。 
　開催当初から体力も衰えずに継続して参加している方もいれば、新しい方もいて、参加者
も少しずつ増えてきています。参加者の皆さんをはじめ、サポーターの方もいつも元気よくレ
クリエーションや体操に真剣に取り組み、冗談で笑うときは腹の底から笑い「いつも明るくニ
コニコ」楽しんでいる姿が印象的です。
　お元気クラブは60代の方から90歳を超えた方まで対象にしていて、自由に参加できます。お近くの開催場所など
詳細は、問合せ先にお尋ねください。

血圧、体調の確認 指運動をしています

平成 26・6  （12） 



くらし

ふるさと宇土応援コーナー

宇土市政治倫理条例に基づく
議員および市長の関係企業等を公表します

問合せ先　財政課財政係☎㉒1111（内線2231）

問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

ふるさと宇土応援寄附金へのお礼
　“ふるさと宇土応援寄附金”に、昨年度は
65件217万4千円のご寄附をいただきまし
た。内訳は、次のとおりです。
　大変ありがとうございました。大切に活用
させていただきます。

　議員および市長は、本人、配偶者または2親等以内の親族が役員をしている企業や資本金等の3分の1以上を出
資している企業等がある場合、宇土市政治倫理条例に基づき、「関係企業等報告書」を提出するよう義務づけられ
ています。また、その届出があった企業等が、市が行う工事（下請工事を含む）等の請負契約、業務委託契約お
よび一般物品納入契約を辞退する場合は、「辞退届」を提出することとなっています。
　平成26年度は、市議会議員について次のとおり届出がありましたので公表します。なお、市長については、関
係企業等がありません。

関係企業等届出一覧
【市議会議員】

氏　名 関係企業名 役職名 左記役職についてい
る人と議員との続柄

契約辞退届
※

嶋本　圭人
株式会社　友輝

取締役 本人
提出

代表取締役 父
株式会社　光栄工業 代表取締役 母 未提出

柴田　正樹 （有）熊本クリーンサービス 代表取締役 本人 提出
平江　光輝 丸久建設 社長 父 提出
野口　修一 環境共生施設研究所 理事長 本人 提出
野添　正利 （有）野添建設 代表取締役 本人 提出
杉本　信一 （有）すぎもと 代表取締役 妻 提出

浜口　多美雄 （有）有明ビル管理 代表取締役 兄 未提出
岩本　廣海 （有）国際急送 代表取締役 本人 提出

※契約辞退届の提出は就任時にされ、以後、関係企業等の変更があったときに提出されます。

ふるさと宇土応援寄附金とは？
　宇土市を応援したいという方の思いを寄附金という形
で受け、寄附者の意向に沿ったまちづくりに活用していく
ものです。
　また、個人が寄附された場合は、確定申告により所
得税および住民税から一定額が控除される場合がありま
す。法人の場合にも、特別な利益が予定されている場合
等を除き、損金の対象経費となっています。

ご寄附へのお礼
　寄附をいただいた方へ次のようなお礼を用意していま
す。
【1万円以上の寄附の方】　宇土市観光カレンダー（寄附
　　　　　　　　　　　   された年の年末に送付予定） 
【3万円以上の寄附の方】　宇土市の名産品（果物等）

寄附者選択事業名 金　額
　教育に関する事業 300,000円
　子育て支援に関する事業 205,000円
　環境に関する事業 100,000円
　その他市政運営全般 1,569,000円

合計 2,174,000円

　
市
で
は
、
対
象
と
な
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
係
る
費
用
の
20

％
（
上
限
20
万
円
）
に
対
し
、
市

内
の
登
録
店
舗
で
使
え
る
商
品
券

を
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成

に
あ
た
り
、
次
の
項
目
が
必
須
条

件
と
な
り
ま
す
。

①
市
内
に
、
現
在
居
住
し
て
い
る

住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
お
持
ち
の

方
で
、
着
工
前
に
事
業
の
申
請
を

行
う
こ
と

②
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
に
市
税

等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
市
内
の
施
工
業
者
（
市
内
に
本

社
、
本
店
ま
た
は
支
店
を
有
す
る

法
人
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人
事
業
者
）
と
契
約
を
締
結

し
て
行
う
こ
と

※
今
年
度
は
期
間
を
設
け
て
受
付

し
、
受
付
期
間
終
了
後
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
う
と
5
月
号
に
折
込
し
た
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

不
明
な
点
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３

２
６
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
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くらし

　
今
年
度
の
申
告
・
納
付
の
期
限

は
7
月
10
日
（
木
）
で
す
。
熊
本

労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

ま
た
は
県
内
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
、
も
し
く
は
日
本
銀
行
歳

入
代
理
店
の
金
融
機
関
、
郵
便
局

（
た
だ
し
、
口
座
振
替
の
利
用
者

を
除
く
）
で
申
告
・
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
熊
本
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室
☎
０
９
６
（
２

１
１
）
１
７
０
２
　
申
告
書
の
記

載
に
関
す
る
こ
と
☎
０
１
２
０

（
９
９
５
）
９
８
６

労
働
保
険
年
度
更
新
を

お
忘
れ
な
く

■
個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破

綻
し
て
も
一
定
の
生
活
費
等
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き

ま
し
た

　
経
営
者
の
個
人
保
証
に
つ
い
て
、

①
事
業
活
動
に
必
要
な
資
産
は
法

人
所
有
と
す
る
な
ど
法
人
と
個
人

の
資
産
・
経
理
が
明
確
に
分
離
さ

れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
個
人
保
証

が
不
要
と
な
る
こ
と

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い

て
も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、

早
め
に
事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断

し
た
と
き
に
、
手
元
に
一
定
の
生

活
費
等
が
残
る
こ
と
や
、「
華
美

で
な
い
」
自
宅
に
住
み
続
け
ら
れ

る
こ
と

③
保
証
債
務
の
履
行
時
に
返
済
し

き
れ
な
い
債
務
残
額
は
原
則
と
し

て
免
除
さ
れ
る
こ
と

な
ど
を
定
め
た
「
経
営
者
保
証
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
中

小
企
業
庁
・
金
融
庁
主
導
の
下
、

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
金
融
機
関
と
相
談
し

た
い
方
、
ま
ず
は
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
九
州
本
部
ま
で
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
相
談
に
応
じ
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
さ
ま
へ

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
無
料

で
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、

金
融
庁
で
も
、
金
融
機
関
等
に
よ

る
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
積
極
的

な
活
用
を
促
進
し
、
融
資
慣
行
と

し
て
浸
透
・
定
着
を
図
る
観
点
か

ら
、監
督
指
針
・
金
融
検
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
正
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　（
独
）
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
九
州
本
部
☎
０
９
２

（
２
６
３
）
０
３
０
０

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を処理する装置なので、微生物が働きやすい環境を保つように維持管理
を行うことが大切です。
　そのために、

① 保守点検を行う　　　② 清掃を行う　　③ 法定検査を行う
以上の3つのことが、義務づけられています。

①保守点検とは、浄化槽の機能を正常に保つために点検、調整、修理、消毒剤の補給、ブロワの調整などを行
います。

②清掃とは、市の許可を得た業者が、浄化槽に溜まった汚泥などを取り除く機器類の掃除、洗浄などを行います。
③法定検査とは、県浄化槽協会が、年に1回浄化槽が適正に維持管理され、法令に基づく水質基準を満たしてい
るか水質検査を行います。

　この3つの義務を怠り、管理が不十分だと、浄化槽本来の機能が発揮されず、側溝などに流す放流水が汚れたり、
悪臭が発生する原因になります。

　今後、法定検査を受けていない方に、市と県浄化槽協会から受検のお願い文書を送付しますので、必ず受検して
ください。
問合せ先　県浄化槽協会☎ 096（284）3355　環境交通課環境交通係☎㉒ 1111（内線 2821）

浄化槽を設置している皆さんへ
3つの義務を守りましょう

環境 シリーズ Vol.3

浄化槽をお使いの皆さんへ！
『法定検査』を受けましょう！
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くらし

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
翌
月
10
日

ま
で
に
納
付
書
（
給
与
所
得
・
退

職
所
得
等
の
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
）
を
税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
ｅ

−

Ｔ

ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
の
利
用
ま
た
は
郵
送
等

に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
）。

　
と
こ
ろ
で
、
給
与
の
支
給
人
員

が
常
時
9
人
以
下
の
源
泉
徴
収
義

務
者
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
手
続

を
す
る
こ
と
で
、
源
泉
徴
収
し
た

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

を
、
半
年
分
ま
と
め
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
納
期
の
特
例
制

度
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
表
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
宇
土
税
務
署
☎
㉒
０

４
１
０
※
自
動
音
声
案
内
「
2
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
じ
さ
い
の
湯
で
は
4
月
1
日

か
ら
入
館
料
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

あ
じ
さ
い
の
日
（
お
風
呂
の
日
）

毎
月
第
1
土
曜
日

大
人
入
館
料
１
０
０
円
割
引

家
族
割
引
制
度
（
全
日
実
施
）

3
人
以
上
：
1
人
の
方
１
０
０
円

割
引
、
4
人
以
上
：
1
人
無
料

　
た
だ
し
、
そ
の
他
の
割
引
制
度

や
優
待
制
度
と
の
併
用
は
出
来
ま

せ
ん
。

入
館
料
（
市
内
の
方
）

大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０
円
、

子
ど
も
２
０
０
円

問
合
せ
先
　
あ
じ
さ
い
の
湯
☎
㉔

３
４
５
６

　
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
は
、
給
与
な
ど

を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日
ま
で

に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
納
付
す
べ
き
税
額
が
な

割
引
サ
ー
ビ
ス
実
施
中
（
平

成
26
年
度
）

源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例

と
納
付

源泉所得税の納期の特例制度

源泉所得税の区分 納付期限

1 ～ 6月に源泉徴収
した所得税及び
復興特別所得税

7月10日

7～ 12月に源泉徴収
した所得税及び
復興特別所得税

翌年
1月20日

家庭教育シリーズ 56
小学生編

（低学年〜中学年）

子どもたちの体力が低下しています。
　子どもたちが、外遊びや運動・スポーツで身

からだ

体を積極的に動かすことは、子どもの成長にとって大切です。
　身体を動かすことによって得られる体力は、人間の活動の源となるものですが、子どもたちの体力は低下してき
ています。
　さまざまな外遊びや多様なスポーツ活動を通じて、基礎的な体力や運動能力を身につけさせましょう。同時にス
ポーツなどで身体を動かす楽しさや喜びを体感させ、運動・スポーツに主体的に取り組む態度を養いましょう。

（文部科学省「家庭教育手帳　小学生（低学年～中学年）編」から抜粋）　
問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒6510

“子どもにはできるだけ外遊びやスポーツをすすめる”

（県人権センター啓発資料から一部抜枠）
　問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒ 6510

障がい者の人権

●障がいのある人を特別扱いしたり、障がいのある人は我慢するのが当然と考えたりしていませんか？
　障がいのある人も、そうでない人も、同じように能力と個性を発揮し、社会の一員として、共に生きる社会をつくっ
ていきましょう。
　障がいのある人が、ありのままで受け入れられ、不利益を受けることなく生活できる社会は、誰にとっても暮らしや
すい社会であるはずです。
　このような社会の実現のためには、障がいや障がい者のことを正しく理解し、日常的なふれあいや交流を深めていく
ことが大切です。

シリーズ

私たちと人権
─ 46─
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募集・催し
　
市
立
図
書
館
は
、
通
常
木
曜
日

が
休
館
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

夏
休
み
期
間
中
の
木
曜
日
を
開
館

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
木
曜

開
館
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員
を
1

人
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　

1
人

勤
務
内
容
　
図
書
館
窓
口
業
務
等

勤
務
期
間
　

7
月
22
日
～
8
月
29

日
の
平
日
週
3
日
程
度
（
図
書
館

の
指
定
す
る
日
）

勤
務
時
間
　
午
前
9
時
15
分
～
午

後
6
時
15
分

賃
金
（
報
酬
）　
1
時
間
７
１
５
円

資
格
　
不
問
（
経
験
者
歓
迎
）

申
込
期
限
　

6
月
27
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
市
立
図
書

館
☎
㉒
４
５
１
２

夏
休
み
期
間
中
図
書
館
の
木

曜
開
館
に
伴
い
非
常
勤
職
員

を
募
集
し
ま
す

募
集
・
催
し

募
集
・
催
し

　
家
族
や
大
切
な
方
を
自
死
で
亡

く
さ
れ
た
方
が
、
安
心
で
き
る
環

境
で
自
身
の
体
験
や
困
り
ご
と
に

「
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
地

域
版
か
た
ら
ん
ね
）」
開
催

つ
い
て
話
し
た
り
、
同
じ
よ
う
な

体
験
を
さ
れ
た
方
の
話
を
聴
く
こ

と
で
、
心
理
的
な
不
安
や
苦
痛
を

和
ら
げ
、
現
実
的
な
問
題
や
心
理

的
葛
藤
を
軽
減
し
、
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
か
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
次
の
日
程
で

「
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
地

域
版
か
た
ら
ん
ね
）」
を
開
催
し

ま
す
。

　
そ
の
他
個
別
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
・
場
所

⑴
八
代
地
域
・
八
代
保
健
所
☎
０

９
６
５
（
３
２
）
６
１
２
１
　

8

月
28
日
（
木
）
午
後
2
時
～
午
後

4
時

⑵
球
磨
地
域
・
人
吉
保
健
所
☎
０

９
６
６
（
２
２
）
５
２
８
９
　
①

6
月
26
日
（
木
）
②
10
月
23
日

（
木
）
③
2
月
26
日
（
木
）
午
後

2
時
～
午
後
4
時

⑶
玉
名
地
域
・
有
明
保
健
所
☎
０

９
６
８
（
７
２
）
２
１
８
４
　
12

月
5
日
（
金
）
午
後
2
時
～
午
後

4
時

主
催
　
熊
本
県

利
用
者
　
家
族
や
大
切
な
方
を
自

死
で
亡
く
さ
れ
た
方
で
、
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
（
自
死
さ
れ
た
方

の
親
、
配
偶
者
、
兄
弟
姉
妹
、
子

ど
も
、
そ
の
他
身
近
な
関
係
に
あ

る
方
）

参
加
方
法
　
予
約
、
受
付
不
要
。

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
６
（
３
８
６
）
１

１
６
６
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後

4
時
）

　（
一
財
）
日
本
遺
族
会
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
て
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
地
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
費
　

9
万
円

申
込
み
・
問
合
せ
先
　（
一
財
）
熊

本
県
遺
族
連
合
会
☎
０
９
６
（
３

５
２
）
６
９
２
５
　（
一
財
）
日

本
遺
族
会
事
務
局
☎
０
３
（
３
２

６
１
）
５
５
２
１

「
平
成
26
年
度
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
募
集

あなたも観光ボランティアガイドになりませんか？
〜宇土の魅力を楽しく学んで伝える〜

第 3期観光ボランティアガイド養成講座開講！
　「ガイドさんがいて旅行がとっても楽しかった」という思い出はありませんか。
　今、地元の方がガイドを務めるミニ旅行が注目されています。歴史ブームを背景に、歴史的背景や詳しい内
容に興味を持つ方も増え、知識を持ったガイドが望まれていて、またその地ならではの食べ物情報（ご当地グ
ルメなど）やさまざまな体験コース、地元の人とのふれあいといった、これまでの観光旅行とは一味違う楽し
みが求められています。
　これまでの養成講座で、12人のガイドさんが誕生しました。現在、実際にガイドとして活動を行っています。
　みなさんも、楽しく宇土の歴史・文化・観光を学びながら地元をもっと好きになって、宇土の魅力を伝えま
せんか？

参加費　無料
申込方法　7月31日(木)までに住所、氏名、生年月日、電話番号をFAXまたは電話でご連絡ください。

養成講座スケジュール（予定）
9月4日(木)　開講式～先進地研修
9月11日(木) ～ 2月12日(木)の毎月第2木曜日（終了式含む）

問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111(内線2209)　FAX㉒6032
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募集・催し
　
国
な
ど
が
行
う
各
種
統
計
調
査

で
調
査
票
の
配
布
・
回
収
な
ど
を

行
う
統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
は
、
調
査
実
施
ご

と
に
期
間
（
約
2
カ
月
間
）
を
定

め
て
任
命
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務

員
で
あ
り
、
調
査
員
業
務
に
従
事

し
た
対
価
と
し
て
報
酬
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
活
動
中
に

災
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
一
般
の

公
務
員
と
同
様
に
公
務
災
害
補
償

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

報
酬
　

2
万
円
～
5
万
円
程
度 

 （
調
査
に
よ
り
金
額
は
異
な
り
ま
す
） 

統
計
調
査
員
の
要
件

◇
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
の

調
査
活
動
が
可
能
な
住
所
（
居

所
）
の
方

◇
調
査
員
と
し
て
の
能
力
を
有
し
、

熱
意
を
お
持
ち
の
方

◇
心
身
と
も
に
健
全
な
方

◇
満
20
歳
以
上
の
方

◇
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方

平
成
26
年
度
の
調
査

　
経
済
セ
ン
サ
ス

−

基
礎
調
査

お
よ
び
商
業
統
計
調
査
（
7
月
）、

全
国
消
費
実
態
調
査
（
９
～
11

月
）、
工
業
統
計
調
査
（
12
月
）、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
2
月
）

　
県
と
九
州
看
護
福
祉
大
学
で
は
、

潜
在
看
護
師
の
方
（
一
時
現
役
を

退
い
た
看
護
職
の
方
で
職
場
復
帰

を
考
え
て
い
る
方
）
を
対
象
に
、

医
療
の
動
向
や
訪
問
看
護
制
度
、

看
護
技
術
を
再
学
習
し
、
訪
問
看

護
師
と
し
て
活
動
す
る
基
礎
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

す
る
方
に
は
、
職
場
選
択
に
つ
い

て
も
支
援
し
ま
す
。

期
日

7
月
8
日
（
火
）、
9
日
（
水
）

　
　
11
日
（
金
）、
12
日
（
土
）

　
　
14
日
（
月
）、
15
日
（
火
）

場
所
　
ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
（
宇

城
市
）
※
7
月
14
日
の
み
ラ
ポ
ー

ト
小
川
（
宇
城
市
）

※
研
修
会
内
容
の
詳
細
は
、
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
　

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
九
州
看
護

福
祉
大
学
生
涯
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画

訪
問
看
護
推
進
人
材
育
成
事
業
事

務
局
☎
０
９
６
８
（
７
５
）
１
８

０
０
（
内
線
１
５
２
３
）

平
成
26
年
度

宇
土
市
統
計
調
査
員
募
集
！

訪
問
看
護
師
養
成
研
修(

リ

カ
レ
ン
ト
研
修)

を
開
催
し

ま
す

問
合
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

情
報
支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内

線
２
２
０
６
）

　市民の皆さんに市政をより身近に感じてもらい、市政への理解を深め
ていただくために、市長と昼食を囲みながら市政について語り合う「市
長と気軽にランチトーク」を開催しています。
　「みんなでつくろう元気な宇土市」の実現に向けた、これからのまちづ
くりについて、市長と気軽に語りあってみませんか！
対　　象　市内に在住または通勤、通学している人で原則2人以上10人

以内のグループ。
日　　時　月～金曜日までの平日（事前相談の上、土日祝日可）で、正午

から午後1時までの1時間。
会　　場　市長室もしくは市役所会議室等（事前相談の上、別会場可）。
申込方法　事前に連絡（日程調整等）をして、所定の申込書に必要事項

（トークテーマ等）を記入し、開催希望日の2週間前までに郵
便、FAXまたはメールなどで申込みください。

　　　　　申込用紙は、総務課秘書係、網津支所および網田支所に備え
付けているほか、市ホームページからもダウンロードできま
す。

昼　　食　昼食は持参してください。事前に申込みいただければ用意も
できます。その場合、当日に500円程度の負担をお願いします。

そ の 他　市政についての建設的な意見交換とするため、単なる相談、
要望、営業、特定の個人や団体に対する誹謗、中傷あるいは
政治的または宗教的活動を目的とした懇談は受け付けません。

申込み・問合せ先　総務課秘書係☎㉒ 1111（内線 2211）FAX ㉒ 0110　メール：soumu04@city.uto.lg.jp

平成 25 年度開催状況
開催日 参加グループ 参加者数

平成25年7月11日 宇土市学校給食を考える会 6人
平成25年10月15日 宇土市小中学校校長会 9人
平成25年11月12日 宇土市商工会女性部 11 人
平成26年2月4日 宇土市学校給食を考える会 4人
平成26年2月5日 宇土高校3年生 2人

市長と気軽にランチトーク 申込受付中！

【過去のランチトークの様子】
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募集・催し

～
ち
ょ
っ
と
一
息
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～

日
時
　

6
月
28
日
（
土
）
午
後
1

時
～
午
後
3
時

場
所
　
ま
ち
な
か
リ
ハ
ビ
リ
（
旧

ピ
ア
横
）
北
段
原
町
69

−

３

参
加
料
　
無
料

目
的

①
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
人
ら
し
く
生
き

生
き
と
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
支
援
す
る
。

②
介
護
を
し
て
い
る
方
同
士
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
不
安
等
を
共

有
し
、
身
体
的
・
精
神
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
。

③
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
る
。

対
象
者
　
市
内
在
住
の
介
護
者
の

方
。
過
去
に
介
護
を
経
験
し
た
介

護
者
の
方
。

内
容
　
講
演
『
介
護
体
験
を
通
し

て
』、
茶
話
会
・
よ
ろ
ず
相
談
等

※
お
菓
子
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
医
療
法
人
金
森
会
あ

さ
ひ
コ
ー
ト
（
柏
原
）
☎
㉓
５
２

１
１
　
福
祉
課
介
護
高
齢
者
支
援

係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
７
） 

介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
！

　『
宇
土
マ
リ
ー
ナ
物
産
館
』
は
、

地
元
で
収
穫
さ
れ
た
農
海
産
物
・

特
産
品
等
の
販
売
や
、
新
鮮
な
魚

介
類
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、

県
内
外
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
り
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
指
定
期
間

が
平
成
27
年
3
月
末
で
終
了
と
な

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、『
宇
土
マ

リ
ー
ナ
物
産
館
』
の
管
理
運
営
を

行
え
る
団
体
（
指
定
管
理
者
）
を

募
集
し
ま
す
。

指
定
管
理
施
設

　
宇
土
マ
リ
ー
ナ
物
産
館
（
下
網

田
町
３
０
８
４
番
地
1
）

指
定
管
理
期
間

　
平
成
27
年
4
月
1
日
～
平
成
32

年
3
月
31
日
（
5
年
間
）

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
広

報
う
と
７
月
号
以
降
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

０
９
）

宇
土
マ
リ
ー
ナ
物
産
館
施
設
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

申込み・問合せ先　企画課企画政策係☎㉒1111（内線2221）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール：kikaku01@city.uto.lg.jp　〒869-0492（市役所専用）

任　　期　委嘱の日から平成27年3月31日まで
応募資格　市内に住所を有し、または勤務する方で、次の要件を満たす方

(1)平成26年4月1日現在において20歳以上である方
(2)国および地方公共団体の議会議員でない方
(3)常勤の国家公務員および地方公務員並びに独立行政法人の職員でない方
(4)平成26年7月以降から12月までに、5回程度開催する会議に出席できる方
(5)市税等の滞納が無い方
※在住の有無、年齢および市税等滞納については市が内部で調査することもありますのでご承諾ください。

応募方法　委員応募申込書（市ホームページでダウンロードするか、企画課企画政策係に請求）に必要事項を記入し、「委
員になって取り組みたいこと」について、800字以内にまとめた作文を作成（様式任意）のうえ、持参、郵送ま
たはメールで提出してください。なお、提出された応募書類は返却しません。

募集期間　6月16日（月）～ 7月4日（金）　※郵送の場合は当日消印有効。
選考方法　提出された応募書類で1次（書類）選考を行い、基準点以上の方について、7月中旬に2次（面接）選考を行いま

す。
委員報酬　市が規定する報酬（日額5,100円）を支給します。

　市では、平成23 ～ 25年度の3年間で46事業を対象に、事業の必要性やあり方を議論する事業
リフォーム（事業仕分け）を実施し、事業の見直しや予算の効率化を図りました。
　今年度は、第1期市長マニフェスト効果検証と位置づけ、マニフェスト実現のために取り組
んできた市の事業を対象とします。
　事業リフォームは、市民の皆さんから事業改善につながるご意見・ご提言を活用するため、「事
業リフォーム市民会議」を組織し、実施しています。
　そこで、事業リフォーム市民会議の委員として参加していただく市民委員を4人程度募集します。

◆事業リフォーム市民会議は傍聴できます
　今年度の事業リフォーム市民会議は 10 月実施を予定しています。一般に公開していますので、どなたでも
気軽に傍聴できます。詳細が決まりましたら広報うとおよび市ホームページでお知らせします。

みんなで市の事業をリフォーム （改善） しよう！

事業リフォーム市民会議委員を募集します

平成 26・6  （18） 



募集・催し

～
こ
ど
も
の
て
　
ほ
ご
し
ゃ
の
て

　
よ
う
ち
え
ん
の
て
　
つ
な
げ
よ
う

　
つ
な
が
ろ
う
　
子
育
て
の
輪
～

場
所
・
期
日
　

宇
土
幼
稚
園
　

6
月
23
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

花
園
幼
稚
園
　

6
月
17
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

駐
車
場
　
宇
土
幼
稚
園
は
鶴
城
中

学
校
横
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
花
園
幼
稚
園
は
花
園
郵
便
局
・

花
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
裏

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
就
園
前
幼
児（
2
歳
か
ら
） 

と
そ
の
保
護
者

内
容
　
園
内
で
幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、

親
子
で
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
子
育
て
の
ご
相
談
も
個
別
に
お

受
け
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　

宇
土
幼
稚
園
☎
㉒
０
３
２
６
　

花
園
幼
稚
園
☎
㉒
０
０
３
１

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

～
う
と
地
蔵
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
・

お
地
蔵
さ
ん
横
丁
～

　
う
と
地
蔵
ま
つ
り
の
魅
力
を
さ

ら
に
高
め
る
た
め
、
今
年
も
お
地

蔵
さ
ん
自
体
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
、『
お
地
蔵
さ
ん
横
丁
』
を
行

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
の
お
地
蔵
さ
ん
工

房
講
座
で
彫
ら
れ
た
『
お
地
蔵
さ

ん
』
を
一
堂
に
集
め
、
祭
り
期
間

中
に
一
大
地
蔵
ゾ
ー
ン
を
設
置
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

設
置
期
日
　

8
月
23
日
（
土
）・

24
日
（
日
）

設
置
場
所
　
船
場
川
眼
鏡
橋
右
岸

界
隈

募
集
内
容
　
お
地
蔵
さ
ん
工
房
講

座
で
彫
ら
れ
た
お
地
蔵
さ
ん
を
所

有
し
て
い
る
方
で
、
8
月
19
日

（
火
）
～
8
月
26
日
（
火
）
に
無

償
貸
与
で

き
る
方
は

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
商
工
観

光
課
商
工

観
光
係
☎

お
地
蔵
さ
ん
募
集
！！

平成 26 年度宇土市人づくり基金事業助成金
後期分の申込者を募集します

人づくり基金事業助成金は各分野における指導的役割と活力ある地域づくりに貢献する創造性豊かな
人材を育成するための助成金です。

１）国内・海外友好都市などとの交流事業
２）交換留学、国際会議、研修などの事業
３）農林漁業、商工業などの後継者育成事業
４）先端技術者、福祉・健康関連技術者などの高度技術者の養成事業
５）外国語、コミュニティ関連指導者などの指導者育成事業

市内在住の個人、または市内に本拠地のある団体
助成対象経費の１ / ２以内の額

（限度額：個人 10 万円、団体 20 万円）
※食糧費や備品購入など助成対象外となる経費があります。

問合せ先　企画課企画政策係☎㉒1111（内線 2221・2223）

・同一団体、同一個人への助成は、事業内容を問わず３年間で１回までとなります。
　※平成 26 年度に助成を受けた方（団体）は、その後２年間は申請できません。

・事業実施後の申請は認められません。助成を希望される方は事業の計画段階でご相談ください。
・庁内審査会を経て助成の有無を決定します。また、予算の範囲内での助成となりますので申込多数の場合は、
　助成できない場合があります。

後期 ７/１～７/31
（10 月～翌３月に開始する事業対象）募集期間

㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
６
）

（19）   平成 26・6



募集・催し

　市では通勤・通学者を対
象として宇土駅東口にパー
ク＆ライド（車を途中、駐
車し、公共交通機関を利用
して目的地に行くこと）の
ための市営駐車場（30台）
を用意しています。
　同一世帯のご家族の方も
共同利用が出来るほか、転
入後1年以内の方について
は、使用料の免除制度もあ
ります。詳しくは問い合せ
ください。

宇土市営宇土駅東口駐車場
の利用者を募集します

申込み・問合せ先　
都市整備課地域整備係
☎㉒ 1111（内線 2421）

宇土駅

至熊本市

至松橋

至松橋

至三角

市営駐車場

←
高
架
下
通
路
→

九
州
新
幹
線

宇
土
駅

東口
広場

新松原交差点

付近見取図

各 種 自 衛 官 募 集 !

募集
項目 資格 受付期間 試験期日

航
空
学
生

高卒
（見込含）
21歳未満

8月1日（金）
～ 9月9日（火）

1次：  9月23日（火）
2次：10月18日（土）

　～ 23日（木）
3次：11月15日（土）
　～ 12月18日（木）

一
般
曹
候
補
生

18歳以上
27歳未満

8月1日（金）
～ 9月9日（火）

1次： 9月19日（金）
・20日（土）

2次：10月 9日（木）
～ 15日（水）

※いずれか1日を
指定されます。

自
衛
官
候
補
生

18歳
以上
27歳
未満

男
子

年間を通じて
行っています。

受付時にお知らせし
ます。

女
子

8月1日（金）
～ 9月9日（火）

9月25日（木）～ 29日
（月）
※いずれか1日を
指定されます。

問合せ先　自衛隊宇城募集案内所☎㉓ 2047

宇土の歴史、再発掘
「うと魅力塾」平成 26 年度カリキュラム　開講！

　教育委員会では、昨年から市内7地区の公民館で、地域に根差した
歴史文化資源を掘り起こし地区の活性化につなげようと、まちづくり
のワークショップ「うと魅力塾」を開講しています。
　この講座はこれまでの教室型講座ではなく、参加する方々がそれぞ
れ主人公となり皆さんとともに「学び」「描き」「行って」いくもので
す（文部科学省採択「公民館等を中心とした社会教育活性化支援プ
ログラム」）。
　この講座は皆さんが作るものです。「いつでも、どこでも、どなた
でも」参加できます。
♪日頃の生活で、宇土に住んでいることを意識することはありませ
んか？

♪「うと魅力塾」は、みんなで語り、みんなで作る、新しいタイプ
の講座です。

♪「うと魅力塾」は、あなたが主人公です！市民の皆さん、宇土に
興味のある皆さん、いっしょに温故知新の旅へ出かけましょう！

（2）企画展
　1月～ 2月（予定）魅力塾8テーマの成果について、市立図書館で展示予定
（3）ワークショップ
　魅力塾8テーマごとに、地区公民館で随時行います。
募集期間
（1）テーマ別歴史散策　年間申込み：6月30日（月）まで、テーマ別参加：随時「広報うと」で募集
（2）企画展・（3）ワークショップ　随時募集、受け付けます。
申込み・問合せ先　文化課文化係☎㉓0156

■「うと魅力塾」開講テーマ・対象地区
開講テーマ 対象地区
五 色 山 花　園

轟水源・轟泉水道 宇土・轟
七　　島 緑　川
馬 門 石 網　津
海　　苔 網　津
マルメロ 走　潟
網 田 焼 網　田
網田ネーブル 網　田

■年間行事予定
（１）テーマ別歴史散策（月１回）

期　日 内　　　容 テ ー マ
7月20日（日） 古代船「海王」体験乗船・漕行イベント 馬門石
8月24日（日） 轟水源・轟泉水道（市街地）めぐり 轟水源・轟泉水道
9月14日（日） 七島見学 七　島
10月26日（日） 網田焼・海苔体験イベント 網田焼・海苔
11月9日（日） マルメロ散策ツアー マルメロ
12月7日（日） 五色山散策ツアー 五色山
3月1日（日） 網田ネーブルイベント・散策 網田ネーブル

※期日・内容は変更する
こともあります。
※テーマ別歴史散策
は、毎年好評の「歴史
探訪講座」から、装いを
変えて実施します。皆さ
んふるってご参加くださ
い。

平成 26・6  （20） 



募集・催し

　　　　　　　　　　　　　公共工事等入札結果の公表    （単位：円）

入札
月日 件　　　　　名 予定価格（税込）落札金額（税込） 落札業者 指名

業者数 工　　　期

4.23
岩熊地区配水管改良工事 2,235,600 2,170,800 ㈲森田水道 10 26.5.2～26.6.20
花園小学校トイレ改修設計業務委託 799,200 745,200 ㈱プランニング 8 26.4.25～26.6.23

5.22

平成26年度 宇土市管内市道路面性状調査業務委託 13,415,760 12,744,000 ニチレキ㈱熊本営業所 16 26.5.24～27.2.27
準用河川船場川改修事業に伴う再評価検討業務委託 1,933,200 1,836,000 アジアプランニング㈱ 12 26.5.24～26.10.31
準用河川大坪川改修事業に伴う再評価検討業務委託 1,933,200 1,836,000 ㈱三和測量設計社 12 26.5.24～26.10.31
下新開地区配水管拡張工事に伴う設計業務委託 1,015,200 950,400 ㈲Ｓ．Ａ．Ｐ 12 26.5.24～26.7.22

　予定価格（建設工事のみ）および入札の経緯などについては、財政課で閲覧することができます。
　問合せ先　財政課契約管財係☎㉒ 1111（内線 2232）

　市税・市料金の口座振替は、便利・安全・確実しかも環境にやさしい納付方法です。
　そこで市では、昨年度に引き続き、平成 26 年度を『口座振替推進強化年』として定め、キャンペーン期間（平成 27
年 3 月末日まで）中に、口座振替手続きを完了し、金融機関窓口から交付される『手続きの控え』を、税務課、網津支
所または網田支所のいずれかに持参した方に、もれなく『あじさいの湯入湯券』か『ごみ袋 1巻』（いずれか 1点、初回
申請分に限る）を進呈します。

平成 26 年度『口座振替推進強化年』
口座振替推進キャンペーン　実施中便利 安全 確実

市税・市料金は、口座振替がお得です！期間中、もれなくプレゼント進呈 !!

Q ＆ A
●対象となる口座振替には何がありますか？
　　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動車税）、上下水道・簡易水道料、市営住宅使用料、介護保
険料、後期高齢者保険料です。ただし、市県民税と介護保険料については特別徴収（年金天引等）が優先されます。

●口座振替手続きは、どこで出来ますか？
　　市内の肥後銀行、熊本銀行、ＪＡうき各支所・出張所、信用組合、信用金庫、労働金庫およびゆうちょ銀行の各
窓口です。

●口座振替手続きには、何が必要ですか？　⇒　①引落す通帳　②通帳印鑑
●一つの通帳から家族の分も引落し可能ですか？　⇒　可能です。
●その他留意事項は？
　　既に口座振替している市税または市料金、および申込依頼書に不備がある場合は対象外です。

問合せ先　税務課収納係☎㉒ 1111（内線 2144）

　
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、

高
齢
者
（
概
ね
60
歳
）
の
方
に
本

人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
お
仕

事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
は
高
齢
者
の

方
々
に
適
す
る
求
人
の
申
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所
　
宇
城
地
域
振
興
局
福
祉
課

内問
合
せ
先
　
県
高

齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
☎
㉝
４
６
６
７

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度

第
2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限
　

8
月
31
日
（
日
）

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
放
送
大
学
熊
本
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６
（
３
４
１
）

０
８
６
０

　
県
で
は
、
お
お
む
ね
35
歳
未
満

の
若
年
者
を
対
象
に
、
就
職
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
相

談
は
無
料
で
す
）。

内
容
　
職
業
適
性
診
断
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
履
歴
書
・

職
務
経
歴
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
面

接
練
習
、
求
人
に
関
す
る
情
報
提

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

放
送
大
学
10
月
生
募
集

若
者
の
就
職
活
動
を
応
援

し
ま
す
～
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

宇
城
ブ
ラ
ン
チ
～

供
な
ど

相
談
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
土
日

祝
、
年
末
年
始
は
除
く
）
午
前
10

時
～
午
後
5
時
（
木
曜
日
は
午
後

4
時
ま
で
）
※
予
約
制

問
合
せ
先
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
宇

城
ブ
ラ
ン
チ
（
宇
城
地
域
振
興
局

１
階
）
☎
㉜
１
５
２
９
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相談

身 近 な 行 政 相 談
日時　6月25日（水）・7月9日（水）　午前10時～午後3時
場所　福祉センター 2階　役員室
相談員　行政相談委員
相談内容　国の行政機関などに対する意見、苦情など
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

人 権 相 談
日時　月・水・金曜日（祝日除く）午前9時～午後4時
場所　法務局宇土支局人権相談室
相談員　人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題など

※上記以外にも月～金曜日（祝日除く）、
　法務局宇土支局で相談に応じています。

問合せ先　法務局宇土支局☎㉒0320
　　　　　　　　　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

司法書士無料相談
日時　6月26日（木）　午後1時～午後4時
　　　（受付時間は午後3時30分まで）
　　　※電話相談はできません。　
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
その他　午後1時から30分単位での電話予約となります。
　　　　受付順6人までとします。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2209）

消費生活センター
日時　月・火・水・金曜日（祝日の場合は休み）
　　　午前10時～午後4時
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
相談方法　直接来られるか、電話相談も可。
問合せ先　☎㉒1111（内線2323）

秘密は厳守します 無料相談

大手企業の名前を悪用！
買え買え詐欺に注意！

　A銀行を名乗る男性から「あなたは大手企業B社の
株を買えるリストに載っている。購入しないか」と電
話があったが、よく意味がわからず断った。翌日、今
度はB社の社員という男性が「自分で自社の株を買
うとインサイダー取引になるのであなたの名前で買わ
せてほしい。後日倍にして返す」と言ってきた。B社
は有名な会社だから間違いはないだろうし、お金もも
らえるなら、と思い、指示されたとおりに口座開設料
300万円をA銀行に郵送した。その後も「保証金」な
どの名目で合計約1,500万円支払った。あまりに高額
になったので不安になり電話をしてみたがつながらな
い。（７0歳代　女性）

（ひとこと助言）
☆実在する大手企業の株や社債等が販売されている
かのように装って勧誘し、お金を支払わせようと
する手口に関する相談が寄せられています。

☆いったんお金を支払ってしまうと取り戻すのは極
めて困難です。うまい話には耳を貸さず、きっぱ
り断りましょう。

独立行政法人国民生活センター
見守り新鮮情報　第18７号より

消費生活センターだより

　
専
門
相
談
員
2
人
が
職
業
相
談

お
よ
び
職
業
紹
介
を
お
受
け
す
る

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
で
の
求
人

検
索
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城
が

発
行
す
る
求
人
情
報
誌
な
ど
の
雇

用
情
報
や
職
業
に
関
す
る
制
度
の

案
内
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
案
内

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
、
職
業
訓
練
の
手
続

き
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
（
相
談
の
み
は
可
）。

場
所
　
市
役
所
別
館
2
階
（
旧
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

時
間
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）

問
合
せ
先
　
地
域
職
業
相
談
室
☎

㉖
１
０
０
３

市
地
域
職
業
相
談
室
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か

相

　談

相

　談

　
熊
本
地
方
法
務
局
と
熊
本
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
子

ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」
を
設
置

し
、
い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体

罰
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
1
人
ま
た
は

ご
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
、
お
電
話

く
だ
さ
い
。
な
お
、
6
月
23
日
～

6
月
29
日
は
、「
強
化
週
間
」
と

し
て
、
相
談
対
応
時
間
を
延
長
し

ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
専
用
番

号
☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

（
※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
）

日
時
　

6
月
23
日
（
月
）
～
6
月

29
日
（
日
）
平
日
：
午
前
8
時
30

分
～
午
後
７
時
、
土
日
：
午
前
10

時
～
午
後
5
時

※
強
化
週
間
以
外
は
、
月
～
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員

問
合
せ
先
　
熊
本
地
方
法
務
局
宇

土
支
局
☎
㉒
０
３
２
０
　
総
務
課

行
政
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２

２
１
２
）
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市民のひろば

市民の
ひろば

　
済
生
会
み
す
み
病
院
で
は
、
次

の
期
間
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

の
入
替
作
業
を
行
い
ま
す
。
対
象

期
間
中
は
、
検
査
機
器
の
使
用
が

で
き
ず
、「
診
察
」
や
「
お
薬
渡

し
」
な
ど
も
長
時
間
に
な
る
た
め
、

救
急
お
よ
び
時
間
外
の
診
療
を
原

則
的
に
中
止
し
ま
す
。

　
可
能
な
限
り
、「
休
日
当
番
医
」

や
「
他
の
救
急
医
療
機
関
」
を
受

診
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
状
況
を
ご
理
解
の
上
、

済
生
会
み
す
み
病
院
へ
の
受
診
を

希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
電
話
で

症
状
等
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
近
隣
の
医
療
機
関
の
先
生
方
か

ら
の
紹
介
も
、
救
急
担
当
医
へ
電

話
く
だ
さ
い
。

診
療
中
止
期
間

　
5
月
19
日
、
宇
土
小
校
長
室
で

宇
土
ハ
ッ
ス
ル
会
と
宇
土
小
学
校

と
の
交
通
安
全
懇
談
会
が
行
わ
れ
、

登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子

や
交
通
状
況
、
不
審
者
情
報
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
岳
本
さ
よ
こ
校
長
は
、「
い
つ

も
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
声
を

か
け
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
て
い
ま

　
5
月
15
日
、
老
人
セ
ン
タ
ー
で

老
人
セ
ン
タ
ー
主
催
将
棋
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

優
勝
　
畑
中
勝
士

2
位
　
中
熊
忠
行

3
位
　
岡
本
武
隆

　
参
加
者
の
中
に
は
、
老
人
セ
ン

タ
ー
で
毎
日
将
棋
を
打
っ
て
い
る

方
も
い
て
、
い
つ
も
和
気
あ
い
あ

い
と
真
剣
に
行
っ
て
い
ま
す
。
興

味
が
あ
る
方
は
老
人
セ
ン
タ
ー
☎

㉒
１
０
０
８
ま
で
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

救
急
・
時
間
外
診
療
中
止
の

お
知
ら
せ

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
っ
て

交
通
安
全
懇
談
会
を
開
催

老
人
セ
ン
タ
ー
主
催
将
棋
大
会

6
月
20
日
（
金
）
午
後
5
時
～
6

月
23
日
（
月
）
午
前
9
時

※
22
日
の
午
後
か
ら
段
階
的
に
制

限
を
解
除
す
る
予
定
で
す
。

※
6
月
23
日
（
月
）
の
午
前
中
か

ら
、
通
常
診
療
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
済
生
会
み
す
み
病
院

☎
�
１
６
５
６

熱心に意見交換が行われました

将棋大会の様子

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

温知館講座……郷土の先人に学ぶシリーズ　第 4回「ジュリアおたあ」
　再開温知館講座の第4弾（通算33回）は、宇土城主であ
りキリシタン大名であった小西行長公が、朝鮮出兵の折に連
れ帰り養女とした「おたあ」の生涯についての話を聞きます。
　豊臣秀吉による最初の朝鮮出兵文禄の役の戦乱で孤児と
なった「おたあ」は、イエズス会宣教師の記録には高麗国
の貴族の娘であったとされています。宇土で洗礼を受け「ジュ
リア」となった「おたあ」は、行長の妻ジュスタのもとで養
育され生涯にわたってキリスト教の教えを守った熱心な信仰
者でした。
　関ヶ原の戦いによって養父小西行長が斬首されると、ジュ
リアおたあは日本の支配者となった徳川家康のもとで伏見
や駿府、江戸で侍女として暮らしましたが、結果的には家康
の言うことに従わなかったために伊豆七島の神津島に流罪と
なり、その後島を出て長崎、大坂で孤児や病人などの世話
をして暮らしたといわれます。
　信仰をつらぬき、慈悲の心で弱者・貧者の世話をし、布
教活動に生涯をささげ、数奇な運命をたどった悲劇の女性
についてのお話です。

　なお、「ジュリアおたあ」を題材にした「ミュージカル　ジュ
リアおたあ」を、わらび座と宇土市の共同企画として制作し、
今年秋から来年にかけて全国200の文化施設や学校での公演
が準備中です。市民会館では10月1日と2日の公演が決定し
ました。
　小西行長公の見直しにはじまり、宇土市から全国への発信
事業にまで発展したミュージカルです。青年塾では市民会館
での公演にさきがけて講演会を開催します。多くの市民の
方々の参加をお待ちしています。
日　　時　7月19日（土）午後2時～午後4時（予定）
会　　場　市民会館2階会議室
主　　催　一般社団法人　熊本県青年塾
後　　援　宇土市・宇土市教育委員会・宇土の文化を考え

る市民の会・劇団わらび座
講演内容　八代市立博物館学芸係長　鳥津亮二さん「ジュ

リアおたあ（仮題）」
入 場 料　無料
問合せ先　一般社団法人熊本県青年塾　中村・髙木
　　　　　☎㉓3290
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市民のひろば

　「
喜
劇
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
映
画

の
量
産
時
代
に
登
場
し
た
監
督
た

ち
が
手
掛
け
た
秀
作
４
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

期
日
　
７
月
20
日
（
日
）

時
間
　
午
前
8
時
30
分
開
場
　

午
前
9
時
開
演

料
金
　

5
0
0
円
（
当
日
2
0
0

円
増
）
※
1
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
で
全

て
の
作
品
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

上
映
作
品
　
①
「
吹
け
ば
飛
ぶ
よ

な
男
だ
が
」（
午
前
9
時
～
午
前

10
時
31
分
）
脚
本
・
監
督
：
森
崎

東
・
山
田
洋
次
、
主
演
：
な
べ
お

さ
み
　
②
「
あ
軍ゝ
歌
」（
午
前
10

時
35
分
～
午
後
0
時
3
分
）
脚
本

・
監
督
：
前
田
陽
一、
主
演
：
フ

ラ
ン
キ
ー
堺
　
③
「
喜
劇･

大
安

旅
行
」（
午
後
1
時
～
午
後
2
時

34
分
）
監
督
：
瀬
川
昌
治
、
主

演
：
フ
ラ
ン
キ
ー
堺
・
伴
淳
三
郎

　
～
坂
本
龍
馬
、
勝
海
舟
、
西
郷

隆
盛
ら
の
想
い
を
知
ろ
う
！
～

　
全
国
龍
馬
社
中
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
が
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

る
の
に
合
わ
せ
、
熊
本
、
東
京
の

幕
末
維
新
の
志
士
た
ち
の
遺
品
収

集
家
の
協
力
で
実
現
し
た
展
示
会

（
坂
本
龍
馬
、
勝
海
舟
、
西
郷
隆

盛
、
中
岡
慎
太
郎
な
ど
）
と
、
坂

本
家
9
代
目
当
主
を
招
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
幕

末
の
志
士
に
影
響
を
与
え
た
「
日

本
外
史
」
の
著
者
・
頼
山
陽
の
研

究
者
も
展
示
会
場
に
来
ら
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　

7
月
12
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
5
時
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
午
後
2
時
～
）

場
所
　
市
民
会
館
2
階
大
会
議
室

講
演
　「
幕
末
の
熊
本
と
坂
本
龍

馬
」

講
師
　
堤
克
彦
（
横
井
小
楠
研
究

者
、
文
学
博
士
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
パ
ネ
リ
ス

ト
：
坂
本
登
（
坂
本
家
9
代
目
当

主
）、
橋
本
邦
健
（
全
国
龍
馬
社

中
会
長
）、
堤
克
彦

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
北
里
俊
明

（「
熊
本
龍
馬
社
中
」
委
員
長
）

　
4
月
10
日
か
ら
23
日
ま
で
の
7

日
間
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
春
季
花
園
地
区
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
、
15
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
2
ク
ラ
ス
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
競
わ
れ
る
こ
の
大
会
は
、
花
園

地
区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
が

毎
年
、
春
と
秋
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
今
大
会
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス  

優
勝
　
古
保
里
ク
ラ
ブ

　
　
　
　 

2
位
　
佐
野
ク
ラ
ブ

Ｂ
ク
ラ
ス  

優
勝
　
古
保
里
愛
球
会

 

　
　
　
　
2
位
　
佐
野
ク
ラ
ブ
O
B

　
　納
涼
映
画
祭

幕
末
維
新
の
志
士
た
ち
の

遺
品
展
示
会

春
季
花
園
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

④
「
お
か
し
な
奴
」（
午
後
2
時

40
分
～
午
後
4
時
30
分
）
監
督
：

沢
島
忠
、
主
演
：
渥
美
清

問
合
せ
先
　
市
民
会
館
☎
㉒
０
１

８
８

お気軽に　お立ち寄りください
〜うとん交流館　船場蔵屋敷〜

　船場川『蔵』の会では、誰もが気軽に立ち寄れる交流の場として宇土市の
観光情報等の提供や船場川界隈を散策する来訪者のトイレ使用など公共的な
役割を担う民間の施設として平成25年に船場蔵屋敷をオープンしました。
　トイレ休憩やグループでのお稽古ごとの練習やミニ打合せなどでも利用で
きます。ぜひお気軽に問い合せください。
　江戸末期に造られた「船場橋」。そのほとりには「武家屋敷跡」や現存最
古の上水道「轟泉水道」の最終点があり、船場川界隈の風情ある雰囲気を
満喫できる「うとん交流館 船場蔵屋敷」にぜひお越しください。

交流館業務　午前10時～午後5時
・各種展示・地域元気クラブの健康づくり
・インターネット利用やFAXサービス・会議や打ち合わせ
レストラン業務　午前11時30分～午後10時
定休日　毎週木曜日
今後計画しているイベント
　・ミニコンサート・料理教室
問合せ先　船場蔵屋敷☎㉗4530

参
加
費
　
無
料
（
当
日
の
資
料
代

１
０
０
０
円
）

主
催
　
実
行
委
員
会
「
熊
本
龍
馬

社
中
」

問
合
せ
先
　
実
行
委
員
会
「
熊
本

龍
馬
社
中
」（
不
知
火
龍
馬
会
内
）

野
口
修
一
☎
０
９
０
（
３
６
６
６
）

７
６
８
２

船場川周辺
観光スポット

市役所

市民会館
うとシティ

市立
体育館

JR
宇土駅

至上天草市
至宇城市

至熊本市

国
道
３
号
線国道57号線

平成 26・6  （24） 



市民のひろば

左から齊藤直信社長､ ｢緑の大使｣ 本郷李來さん

　
宇
城
広
域
連
合
で
は
少
子
化
に

歯
止
め
を
か
け
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
結
婚
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
結
婚
希
望
者
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
初
婚
・
再
婚
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
結
婚
相
談
も
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

準
備
す
る
も
の   

利
用
申
込
書（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）、
写
真
（
履
歴
書
サ
イ
ズ
）

3
枚
、
印
鑑
、
本
人
確
認
の
た
め

写
真
付
の
身
分
証
明
書
の
コ
ピ
ー

男
性
の
条
件
　
独
身
か
つ
宇
城
管

内
に
居
住
し
て
い
る
方

女
性
の
条
件
　
独
身
の
方
（
宇
城

管
内
・
管
外
は
問
い
ま
せ
ん
）

相
談
日
　
毎
週
水
曜
日
、
第
1
日

曜
日
、
第
4
土
曜
日

相
談
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
5

時※
個
人
情
報
は
固
く
守
り
ま
す
。

※
利
用
申
込
料
、
お
見
合
料
、
成

婚
料
な
ど
の
料
金
は
発
生
し
ま
せ

ん
。

問
合
せ
先
　
宇
城
広
域
連
合
結
婚

活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
㉜
４
１

４
４

第
39
回
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

　
4
月
4
日
、
熊
本
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

株
式
会
社
齊
藤
直
信
代
表
取
締
役

社
長
が
市
庁
舎
を
訪
れ
、
元
松
茂

樹
市
長
へ
チ
ェ
リ
ー
セ
イ
ジ
等
の

花
の
苗
を
約
１
２
０
０
本
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
緑
豊
か
な
街
づ
く
り
を

目
指
し
、
地
域
に
根
差
し
た
環
境

保
全
や
緑
化
活
動
の
た
め
に
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
元
松
市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も

緑
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

婚
活
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

人
の
心
に
緑
の
憩
い
を

善

　意

善

　意

♥

♥

◇
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
（
１
人
）

　
河
口
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
に
荒

尾
市
荒
尾
第
二
中
学
校
に
教
諭
と

し
て
就
任
。
理
科
教
育
の
指
導
に

励
む
と
と
も
に
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
と
向
き
合
い
、
野
外
活
動
を
通

し
て
生
徒
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
牛
深
市
立
魚
浦
中
学
校

や
三
角
中
学
校
に
配
属
さ
れ
、
美

し
い
学
校
づ
く
り
や
卓
球
部
の
顧

問
と
し
て
も
活
躍
。
住
吉
中
学
校

長
だ
っ
た
平
成
11
年
に
退
職
を
迎

え
た
後
も
網
田
公
民
館
長
や
市
教

育
委
員
長
な
ど
を
務
め
、
教
育
行

政
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
河
口
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
あ
っ
て
公
民
館
長
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、
今
回

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
を
受
章

受
章
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
受

章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章
を
受
章（
６
人
）

　
志
水
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
か
ら

看
護
師
と
し
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
照
古
苑
に
勤
務
。
医
療
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
入
所
者
の
方

と
日
々
接
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
な
ど
の

健
康
管
理
に
務
め
て
い
ま
す
。
ま

た
看
護
士
同
士
で
入
所
者
の
方
の

情
報
交
換
を
常
に
行
い
、
い
つ
誰

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
徹
底
し

日
々
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
志
水
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な

重
み
の
あ
る
章
を
い
た
だ
き
、
支

え
て
い
た
だ
い
た
職
員
や
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
受

章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
高
木
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
東

京
消
防
庁
国
分
寺
消
防
署
に
配
属
。

そ
の
後
府
中
消
防
署
、
立
川
消
防

署
な
ど
に
配
属
さ
れ
、
人
命
救
助

を
最
優
先
に
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
な

消
防
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
杉

並
消
防
署
で
の
消
防
司
令
を
最
後

に
平
成
20
年
に
退
職
を
迎
え
ま
し

た
。

　
高
木
さ
ん
は
、「
上
司
、
同
僚
、

仲
間
に
恵
ま
れ
て
受
章
で
き
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
の
日
々
の
努
力
の

積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
て
、
防
火
防
災
な

ど
で
宇
土
市
に
恩
返
し
を
し
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

河口保郎さん
（下網田町）

志水やす子さん
（岩古曽町）

高木三芳さん
（古城町）

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝
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市民のひろば

た
だ
い
た
上
司
や
同
僚
、
家
族
の

お
か
げ
で
受
章
で
き
た
と
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
鷲
尾
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
陸

上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地
に
配
属
。

長
年
高
射
特
科
部
隊
に
所
属
し
、

対
空
戦
闘
部
隊
と
し
て
地
対
空
ミ

サ
イ
ル
を
用
い
て
侵
攻
す
る
航
空

機
を
要
撃
す
る
な
ど
の
活
動
に
従

事
し
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
57
年
の

長
崎
大
水
害
や
平
成
3
年
の
雲
仙

普
賢
岳
噴
火
で
は
捜
索
活
動
や
人

命
救
助
な
ど
を
行
い
、
長
崎
竹
松

駐
屯
地
業
務
隊
だ
っ
た
平
成
19
年

に
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。

　
鷲
尾
さ
ん
は
、「
上
司
や
同
僚

に
恵
ま
れ
て
こ
の
よ
う
な
章
を
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
は
章
に
恥
じ

な
い
よ
う
社
会
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
永
井
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
鹿

児
島
海
上
保
安
部
に
配
属
。
海
難

救
助
、
海
の
交
通
安
全
、
環
境
保

全
や
治
安
維
持
な
ど
に
従
事
し
ま

し
た
。
三
角
海
上
保
安
部
（
現
・

熊
本
形
状
保
安
部
）
配
属
時
に
は
、

台
風
13
号
で
転
覆
し
た
船
の
救
助

を
行
う
な
ど
、
国
民
の
安
全
を
守

る
た
め
に
業
務
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
永
井
さ
ん
は
、「
危
険
を
伴
う

仕
事
で
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ

た
の
は
同
僚
や
周
り
の
支
え
の
お

か
げ
で
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　
堀
田
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に
宇

土
消
防
署
に
配
属
。
避
難
場
所
を

確
保
し
て
い
る
か
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
や
指
導
な
ど
を
行
う
予
防
行
政

業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
昭
和
49

年
、
宇
城
広
域
消
防
本
部
発
足
後

も
、
火
事
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
、

ま
た
最
小
限
で
防
げ
る
よ
う
に
業

務
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
防
災
に

対
す
る
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識

改
革
に
尽
力
さ
れ
、
消
防
司
令
を

最
後
に
平
成
18
年
に
退
職
を
迎
え

ま
し
た
。

　
堀
田
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
章

は
、
指
導
い
た
だ
い
た
上
司
や
同

僚
、
後
輩
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
に
陸

上
自
衛
隊
第
五
師
団
第
五
特
科
連

隊
に
配
属
。
野
戦
特
科
部
隊
に
所

属
し
、
火
力
戦
闘
部
隊
と
し
て
大

砲
の
射
撃
指
示
な
ど
に
従
事
し
ま

し
た
。
北
海
道
で
の
山
火
事
の
と

き
に
人
命
救
助
を
行
う
な
ど
、
国

民
の
安
全
を
守
る
た
め
業
務
に
取

組
み
、
健
軍
駐
屯
地
業
務
隊
だ
っ

た
平
成
19
年
に
退
職
を
迎
え
ま
し

た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、「
定
年
ま
で
一

生
懸
命
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
が

で
き
、
天
職
で
し
た
。
支
え
て
い

　
4
月
20
日
、
佐
賀
市
で
ザ
・

お
や
じ
フ
ァ
イ
ト
！
が
行
わ
れ
、

ザ
・
お
や
じ
フ
ァ
イ
ト
！
で

九
州
地
区
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
４
月
22
日
、
厚
生
労
働
大
臣

感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
元
松

茂
樹
市
長
か
ら
木
村
マ
サ
エ
さ
ん

（
神
合
町
）
に
厚
生
労
働
大
臣
特

別
表
彰
の
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
平
成
5
年
か
ら
平

成
25
年
ま
で
の
20
年
間
に
わ
た
り
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
保
護

指
導
に
あ
た
り
、
地
域
福
祉
の
増

進
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功

績
を
称
え
て
特
別
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

受賞した木村マサエさん

堀田正男さん
（石橋町）

鷲尾弘さん
（旭町）

吉田彰さん
（松山町）

永井美喜男さん
（北段原町）

井
上
勝
彦
さ
ん
（
古
城
町
）
が

O
F
B
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ザ
ー
級

で
防
衛
に
成
功
し
、
O
F
B
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　
O
F
B
と
は
30
歳
以
上
で
、
元

プ
ロ
A

・

B
級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
所

持
し
て
い
た
選
手
や
ア
マ
チ
ュ
ア

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
戦
績
を
残
し

た
選
手
が
出
場
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
す
。

　
相
手
は
元
プ
ロ
7
戦
5
勝
の
選

手
。
負
け
ら
れ
な
い
と
は
思
っ
て

い
た
が
、
練
習
不
足
と
い
う
こ
と

も
あ
り
不
安
も
あ
る
中
で
の
試
合

で
し
た
。
井
上
さ
ん
は
試
合
を
振

り
返
り
「
プ
ロ
だ
っ
た
と
き
は
結

果
を
残
せ
な
か
っ
た
が
、
今
回
防

衛
に
成
功
し
、
A
級
ボ
ク
サ
ー
の

実
力
を
も
つ
選
手
に
勝
つ
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
た
だ
、
試
合

内
容
に
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
次
は
練
習
を
積
ん
で
万
全
の

状
態
で
試
合
に
臨
み
た
い
。
こ
れ

か
ら
も
自
分
自
身
に
負
け
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

防衛しました
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市民のひろば

全国大会出場おめでとうございます

 • 鶴城中ソフトボール部
渡辺百絵華さん・川本珠里さん・下田愛梨咲さん
JOCジュニアオリンピックカップ第10回都道府県対抗全日
本中学生女子ソフトボール大会

 • 鶴城中ハンドボール部
上岡雅菜さん・草野結香さん・見崎杏珠さん・黒木美佑さん・
寺田弥恵さん・橘優衣さん・甲斐天海さん・西岡優希さん・
上村陽向さん・米村知紗さん・江河李恵さん・赤星里歩さん・
橘綾乃さん・佐伯珠莉亜さん・黒木乃愛さん
第9回春の全国中学生ハンドボール選手権大会

 • 源五郎丸雄太くん（古保里町）・丸目敬慎くん（新開町）
第44回日本少年野球春季全国大会

 • 坂﨑創伍くん（栄町）
第11回全国ホープス選抜卓球大会

 • 飯田菜瑠さん（岩古曽町）・若松華凛さん（花園町）・津
志田奈実さん（立岡町）
All　Japan　Cheerleading　 and　 Dance　 Championship　
Nationals　2014

 • 上塚亮河くん（三拾町）
FUJI　XEROX　CUP2014第27回都道府県対抗ジュニアバスケッ
トボール大会

 • 牧本幸大くん
　第3回全日本UJボクシング大会

 • 田代健太郎くん（三拾町）
第36回全国JOCジュニアオリンピックカップ春季水泳競技
大会

 • 鶴城中ソフトテニス部
上野颯人くん・須藤愛未さん・芝優香さん・櫻田舞香さん・
久森美月さん・渡辺沙耶さん・上角奈央さん
第25回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会・第11
回YONEXCUP瑞浪・土佐市長杯全国中学校選抜ソフト
テニス大会・第27回全国ジュニア王座決定ソフトテニス大
会・第29回ミズノカップ全国ジュニア選抜ソフトテニス大会
※市では、予選大会（選抜含）を経ての九州大会・全国大
会に出場される市民の皆さまに対し、宿泊費および交通費
の一部を補助する制度を設けています。詳細は、スポーツ
振興課☎㉓2642まで問い合せください。

　
住
吉
漁
協
女
性
部
長
と
し
て
活

動
し
て
い
る
山
本
弘
子
さ
ん
（
住

吉
町
）
が
平
成
25
年
度
熊
本
県
農

林
水
産
業
功
労
者
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
県
の
農
林
水
産

業
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
し
た
方

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
山
本
さ
ん
は
、
熊
本
県
漁
協
女

性
部
連
絡
協
議
会
会
長
、
全
国
漁

協
女
性
部
連
絡
協
議
会
理
事
、
九

州
・
山
口
地
区
漁
協
女
性
部
協
議

会
会
長
と
し
て
、
魚
食
普
及
、
浜

の
環
境
保
全
活
動
、
女
性
部
の
団

結
と
活
動
の
強
化
な
ど
に
取
り
組

み
、
近
年
は
ノ
リ
の
P
R
活
動

に
力
を
入
れ
、
ノ
リ
の
消
費
拡
大

に
貢
献
す
る
な
ど
の
功
績
が
認
め

ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
女

性
部
一
丸
と
な
っ
て
漁
業
の
振
興

熊
本
県
農
林
水
産
業
功
労
者

表
彰

　受
賞

受賞した山本弘子さん

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
4
月
27
日
、
八
代
市
の
球
磨
川

河
川
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
第
30

回
城
南
地
区
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
城
南
地
区
委
員
会
主
催
、
熊

本
日
日
新
聞
社
共
催
）
が
行
わ
れ
、

鶴
城
中
が
2
年
振
り
の
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
決
勝
は
、
鶴
城
中

と
本
渡
中
の
対
戦
に
な
り
、
５

−

４
の
逆
転
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、26
日
に
も
西
原
中
学
校
・

西
原
村
教
育
委
員
会
主
催
の
中
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
も
初
優

勝
を
飾
り
、
2
日
連
続
の
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

鶴
城
中
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部

　城
南
地
区
大
会
優
勝

おめでとうございます

　
5
月
9
日
、
市
体
育
協
会
評
議

員
会
の
席
上
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
功
績
が
あ
っ
た
方
に
市
教
育

委
員
会
な
ら
び
に
体
育
協
会
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
省
略
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

おめでとうございます

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
安
田
唯
喜
（
松
山
町
）

走
潟
地
区
体
育
会

　
下
田
英
雄
（
入
地
町
）

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

　
大
津
菊
野
（
入
地
町
）

花
園
地
区
体
育
会

　
安
田
孝
二
（
松
山
町
）

市
陸
上
競
技
協
会

　
松
村
勝
（
松
山
町
）
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市民のひろば

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
（
敬
省
略
）。

▽
城
　
塚
　
町
　
上
村
　
清
次

　
亡
　
父
　
次
　
男
　（
九
〇
）

▽
花
　
園
　
町
　
園
川
　
武
夫

　
亡
　
父
　
義
　
信
　（
八
八
）

▽
花
　
園
　
町
　
園
川
　
武
夫

　
亡
　
母
　
キ
ヌ
子
　（
八
九
）

▽
網
　
津
　
町
　
平
尾
む
つ
子

　
亡
　
夫
　
忠
　
德
　（
六
七
）

▽
入
　
地
　
町
　
中
村
千
代
美

　
亡
　
夫
　
好
　
男
　（
六
九
）

▽
船
　
場
　
町
　
吉
竹
　
精
二

　
亡
　
母
　
ツ
　
ユ
　（
八
八
）

▽
下
網
田
町
　
長
野
　
和
彦

　
亡
　
母
　
シ
　
ズ
　（
九
五
）

▽
神
　
馬
　
町
　
竹
下
キ
ク
子

　
亡
　
夫
　
　
保
　
　（
八
七
）

▽
網
　
津
　
町
　
伊
藤
　
順
子

　
亡
　
母
　
ル
　
イ
　（
九
三
）

▽
三
　
拾
　
町
　
林
　
佳
与
子

　
亡
　
父
　
紫
垣
真
吾
（
九
一
）

▽
松
　
原
　
町
　
小
島
　
好
晴

　
亡
　
父
　
哲
　
郎
　（
九
一
）

▽
上
網
田
町
　
福
島
　
圭
子

　
亡
　
夫
　
和
　
博
　（
七
〇
）

▽
栄
　
　
　
町
　
野
口
　
誠
也

　
亡
　
父
　
昭
四
郎
　（
八
一
）

▽
岩
古
曽
町
　
松
本
　
妙
子

　
亡
　
夫
　
孝
　
行
　（
六
五
）

▽
下
網
田
町
　
島
村
　
直
人

　
亡
　
母
　
マ
ス
ヱ
　（
九
四
）

▽
熊
本
市
南
区
城
南
町
　
里
形
義
信

　
亡
　
弟
　
道
　
明
　（
八
四
）

▽
宮
　
庄
　
町
　
伊
藤
　
秀
吉

　
亡
　
母
　
ミ
ツ
子
　（
八
七
）

▽
境
　
目
　
町
　
藤
井
　
一
登

　
亡
　
父
　
登
志
雄
　（
九
〇
）

▽
走
　
潟
　
町
　
重
元
　
　
公

　
亡
　
母
　
ア
ヤ
コ
　（
九
二
）

　
市
社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、

確
定
申
告
等
に
よ
っ
て
、
所

得
税
法
（
第
78
条
）
お
よ
び

地
方
税
法
（
第
37
条
）
の
「
寄

附
金
控
除
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
※
5
月
15
日

受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

香
典
返
し

香
典
返
し

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

お仕事は？ 
西鋼物流で働いています。プロ野球選
手になる夢をあきらめる為に入社しました。
自分の長所、短所は？ 
長所：話がおもしろい、笑顔がかわいい
短所：短気
趣味は？ 
野球・バスケ・テニス
今、一番やりたいことは？ 
地蔵まつりのカラオケに出る
将来の夢は？
歌手になる
理想のタイプは？
永作博美

「伝えたい一言」とその相手は？
愛するファミリーたちへ
今までありがとう。これからもよろしく。
次は誰を？
河野純一さんを

新原拓也さん
（旭町）

Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．

■　ＥＵ出前授業
　5月 13 日にドイツ大使館のアンスガー・ジッケルト1等書記官が来校し、宇土中生・宇土高生に向けて「ＥＵの役割と日本」
と題した講演をしました。これは、駐日欧州連合（ＥＵ）代表部が全国の学校で毎年開いているもので、ＥＵ加盟国の大使が
講師を務める出前授業です。講演前に、書道部の揮毫と和太鼓部の演奏でお出迎えをしました。講演では、ＥＵの成り立ちや
歴史、ＥＵと日本との関わりについての話があり、質疑応答の時間には多くの生徒が日本語や英語で質問しました。体育館で
の講演後には、アンスガー氏を囲んで教室での交流会を設け、多くの生徒が参加して活発な質疑応答がありました。生徒から
は、「ＥＵの発足とヨーロッパの歴史の関わりを知り、もっと深く勉強したいと思いました」「ＥＵ諸国への留学に興味を持ち
ました。外国で働いてみたいです」「通訳さんの話がすごく分かりやすく、どのくらい勉強したらあの語学レベルに達せるの
だろうと感動しました」などの感想が聞かれました。

書道部の揮毫でおもてなし 質疑に答えるアンスガー氏 希望生徒との交流会

熊本県立宇土高等学校
〒869－0454　宇土市古城町63
☎㉒0043　FAX㉒4753
ＨＰ http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail  uto-h@pref.kumamoto.lg.jp
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図 書 館
下記以外にもたくさんの新刊が入っています。
図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

休館日：毎週木曜日、祝日、年末年始休館、特別整理期間

「じぞっ子」

一 般 書
海うそ 梨木　香歩　著

刑事の約束 薬丸　岳 著

女のいない男たち 村上　春樹 著

ネット依存症から子どもを救う本
－「うちの子って大丈夫？」と思ったら読む本 樋口　進 監

ケモノの城 誉田　哲也 著

児　童　書
ずかん文字－見ながら学習調べてなっとく－ 八杉　佳穂 著

ひつじ郵便局長のひみつ 小手麹　るい 著

さる・るるる・る 五味　太郎 著

だいすき、でも、ひみつ（えほんのもり） 村上　康成 絵

ごたっ子の田んぼ 西村　豊 著

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）　
2階一般室に設けています

コロボックル絵物語 有川　浩 著

未来の手紙 椰月　美智子 著

瀬戸内海賊物語－ぼくらの宝物を探せ！－ 黒田　晶 著

伝説のエンドーくん まはら　三桃 著

日　時　毎週水曜日午後4時～・土曜日午後2時～
場　所　市立図書館1階　児童図書室

-幼児・小学生のおはなし会-えほんのじかん

日　時　毎月第 2・ 第 4 火曜日　午前 10 時 30 分～（約 20 分）
場　所　市立図書館1階　児童図書室
☆赤ちゃんへは言葉かけが大切です。たのしい絵本をいっ
しょにお楽しみください。

らっこのじかん - 0・1・2 歳児のおはなし会-

　図書館の仕事を体験してみませんか。夏休みの思い出を図
書館でつくりましょう。みなさんの参加をお待ちしています！
参加日　7月22日（火）・23日（水）・25日（金）・28日（月）・29日（火）・
　　　　　　　　30日（水）・8月1日（金）・4日（月）のいずれか一日
時　間　午前9時～午後4時
場　所　市立図書館
対象者　市内小学5年生～中学3年生
募集人員　32人
内　容　カウンター業務（貸出・返却）・書架整理（本だな整理）
　　　　など
申込方法　図書館に直接申込みをしてください（電話可）。
　　　　　定員になり次第締め切ります。
　　　　　参加決定者には本人（保護者）へ連絡します。
募集期限　7月4日（金）
申込み・問合せ先　市立図書館☎㉒4512

日　時　6月26日 （木）午前10時 （上演時間50分）
場　所　すみれ保育園 （本町2丁目32）
対象者　幼児とその保護者 （事前申込みは不要、参加多数の場合は先着順とします）
劇団名　劇団ぱれっと　　
演　目　「さるかに合戦」（観覧料は無料です）
問合せ先　児童センター☎㉓3303

一日図書館司書ボランティア募集

問合せ先　市立図書館☎㉒4512　　ホームページ http://www.uto-lib.jp/　

子育て中のお母さんあつまれ！

人形劇を見に来ませんか

6月のつどいの広場は、“おっぱいの話”です。
　母乳の不思議をみんなで聞いてみませんか？
　事前申込みの必要はありませんので、お気軽に参加してください。
日時　6月25日（水）　午前10時～午前11時30分
場所　児童センター　つどいの広場サンサン
講師　キヌ助産院　助産師　西村きぬえ先生
演題　「おっぱいの話」
参加費　無料
※駐車場は市役所裏駐車場をご利用ください。

問合せ先　子育て支援課子育て支援係☎㉒1111（内線2813） 
　　　　　つどいの広場☎㉒2408

児童センター

つどいの広場
子育て講座
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37,917 人 （− 2人）

18,210 人 （+ 15人）

19,707 人 （− 17人）

14,535 世帯（＋22世帯）

（　）内は前月比

平成
26 年 1 月1 日から 平成26 年 5 月 31 日まで

発生件数 69 件（− 4件）

死 者 数 0 人（− 1人）

負傷者数 101 人（+ 2人）
（　）内は前年比

反射材　みんなに見えてる　その命

人口

市 の う ご き 市の交通事故発生件数
平成 26 年 6 月 1 日現在

東日本大震災義援金の受付は
平成27年3月末まで延長します

　市役所および福祉センターに募金箱を設置するほか、市民専用振込
口座を開設しています。引き続き、皆さまからの温かいご支援をお願
いします。
　5月末までに宇土市に寄せられた義援金は

1210万1700円
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）
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）

　平成 26 年度の複合健診を次の日程で実施します。
　また、健診を申し込まれていない方の追加申込みを受け付けますので、日程をご確認のうえ、保健センターまで電話等で申
込みください。
※全ての検診を受ける方の所要時間は、男性 90 分、女性 120 分程度です。
※前立腺がん検診、骨粗鬆症検診の受診を希望する方は、当日受付にお申し付けください。

（複合健診日程表）
健　診　日 会　場 検診項目

6月 17（火）・18（水）・20（金）・21（土）・22（日）

保健センター

特定健診・高齢者健診・腹部超
音波検診・胃がん検診・肺がん
検診・乳がん検診・子宮頸がん
検診・大腸がん検診・前立腺が
ん検診・骨粗鬆症検診

7月 1（火）・2（水）・3（木）・4（金）・5（土）・6（日）・7（月）・8（火）・9（水）
8月 25（月）・27（水）・28（木）・29（金）
9月 10（水）・11（木）・12（金）・13（土）

　問合せ先　保健センター☎㉒ 2300

平成 26 年度複合健診を実施しています！

今月の朝ごはんレシピ
宇土市食生活改善推進員協議会

▪ゴーヤのさっぱり和え▪
～これからおいしくなる夏野菜をたっぷり食べましょう～

1 人分：55kcal、 たんぱく質 4.3g、 カリウム 198㎎、 塩分 0.4g

ゴーヤ ………………………… 1/2 本
人参………………………………10g
きゅうり …………………………15g
鶏ささみ ………………………… 1 本
酒…………………………… 小さじ 2
すりごま ………………… 小さじ 1/5

（調味料）
　薄口醤油……………… 小さじ 1/2
　濃口醤油……………… 小さじ 1/2
　酢………………………… 小さじ 1
　砂糖…………………… 大さじ 1/2
　ごま油 ………………… 小さじ 1/2

①ゴーヤは縦半分に切って種を取り、薄く切る。
人参は拍子切りにする。きゅうりは所々皮をむ
いて斜め薄切りにした後、細く切る。

② ゴーヤと人参は熱湯で茹でて水気をきる。
③ ささみは火が通りやすく開いてから、酒をふっ

て蒸し、ほぐす（レンジで可）。
④ 分量の調味料を合わせ、野菜とささみを和え

る。器に盛りつけて、すりごまをふる。

6月は『食育月間』・毎月19日は『食育の日』
です！
家族や仲間と楽しくおいしく食卓を囲み、
食事についても少し考えてみましょう。
毎日の食事が、あなたの身体と心に栄養
を与えます！

  材料（2 人分）   作り方

No.37

母子手帳の交付
　妊娠がわかったら、住民票があ
る市町村で、母子手帳の交付を早
めに受けましょう。
交 付 日　毎週火曜日
　　　　  6月1７日（火）、24日（火）、
　　　　  ７月1日（火）、8日（火）、15

日（火）、22日（火）
交付時間　午前10時～午前11時

（受付時間は午前10時
～午前10時15分）

内　　容　母子手帳および妊婦健
診受診票の交付、妊娠
中の生活について保健
師・管理栄養士からの
説明
※事前に電話での予約
が必要です。
（☎㉒2300）
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■各種乳幼児健診・教室のお知らせ
月日 内容 受付時間 対象 場所

6/25
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

9時15分
25年2月
生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

6/26
（木） 3歳児健診 午後1時～

1時15分
23年5月
生まれ

７/3
（木） 1歳6カ月児健診 午後1時～

1時15分
24年12月
生まれ

７/７
（月） 3カ月児健診 午後1時～

1時15分
26年3月
生まれ

７/8
（火） 6カ月児健診 午後1時～

1時15分
25年12月
生まれ

７/10
（木） 2歳児歯科健診 午前9時～

9時15分
24年6月
生まれ

７/16
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

9時15分
25年3月
生まれ

７/24
（木） 3歳児健診 午後1時～

1時15分
23年6月
生まれ

※ 1歳 6カ月児健診・3歳児健診・幼児歯科教室・2歳児歯科健診の
対象者には通知をお送りします。転入等で通知がお手元に届かな
い場合は保健センターまで問い合せください。

■日曜・祝日当番医  （診療時間：午前 9時～午後 5時）

月日 病院・医院名 診療科 電話

6/15
（日）

みどりかわクリニック（野鶴町） 内・小 ☎㉒11７1

むらかみ眼科クリニック（南段原町） 眼 ☎㉒6600

6/22
（日）

七川医院（浦田町） 外・消 ☎㉒0555

草場医院（松原町） 耳 ☎㉓5851

6/29
（日）

松田内科循環器科クリニック（三拾町） 内・循 ☎㉓6555

田山産科婦人科医院（入地町） 産・婦 ☎㉒5522

７/6
（日）

尾崎医院（本町1丁目） 内 ☎㉒0241

もろが整形外科医院（旭町） 整 ☎㉓2341

７/13
（日）

本多胃腸科内科医院（浦田町） 内・リウ・泌 ☎㉒3692

くまもと心療病院（松山町） 精・神 ☎㉒1081

７/20
（日）

金森医院（本町6丁目） 外・内・胃 ☎㉒001７

高浜眼科医院（城之浦町） 眼 ☎㉒0108

７/21
（月・祝）

宇土中央クリニック（浦田町） 内 ☎㉒1600

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町） 耳・ア・小 ☎㉔118７

※当番医は変更になる場合があります。熊本県総合医療情報システ
ム「くまもと医療ナビ」のホームページ、または宇城広域連合消
防本部（☎� 0554）でご確認ください。

保健センター 告…知…板
記事に関する問い合せは、保健センター☎� 2300 まで

『よ－いドン！』
走る子どもたち。
『がんばれ！』
応援する保護者。
 『準備できたか！』

　裏方として働く先生やＰＴＡの皆さん。
　5月には市内の小、中学校で運動会・体育大会が開
催され、私も激励にお伺いしました。会場では選手と
して頑張る人、大きな声で応援する人、裏方として運
営に携わる人など立場はそれぞれ違いますが、「運動
会・体育大会の成功」という大きな目標のために、
多くの方が一丸となって大会を盛り上げておられまし
た。パワ－全開の元気で活力に満ちた大会は、私たち
観客に元気とホッコリ幸せを与えてくれました。
　市民の皆さんの協力や成功を目指して発揮されるパ
ワ－。これは、まちづくりにも通じるものがあるのでは
ないでしょうか。
　
　現在、多くの市民の皆さんがまちづくり活動に取り
組まれています。
　船場川蔵の会が地域観光・交流拠点としてオ－プン
したうとん交流館「船場蔵屋敷」もその一つです。そ
の「船場蔵屋敷」が先月リニュ－アルオ－プンしました。
市出身の元ニュ－スカイホテルの料理長が本格的なフ
ランス料理の腕を振るわれています。私も何度か味わ
いましたが、低価格なのに味・ボリュ－ムともに申し分
なし。大満足でした。皆さんもぜひ一度ご賞味くださ
い。江戸時代の名残がある船場橋界隈を眺めながら食
するのも趣があります。市内外からの多くのご来訪を
期待しております。
　一方、若手農業従事者も頑張っています。新聞紙上
で「生産者特殊部隊Ｕ・Ｔ・Ｏ」という名の若手農家グ
ル－プの誕生が報じられました。このグル－プはこだわ
りの農作物を自ら売り込み、消費者とつながりを持と
うと首都圏で販路開拓に挑む「攻めの農業」を展開さ
れています。将来的には農業で地域活性化を目標とし
ている非常に頼もしい存在です。若者たちの今後の活
躍が楽しみです。
　
　私は市長就任以来、多くの市民の皆さんと対話を重
ね、本市の元気づくりのために汗を流してまいりまし
た。今年度、市政2期目に入り、市の元気づくりのため、
これまで以上に市民の皆さんと対話させていただく場
を持ち、多くのことにチャレンジしてまいります。
　「市民ふれあい座談会」や「市長と気軽にランチト－
ク」で市民の皆さんの声をぜひお聴かせください。

元 樹

市長室から

だ よ り
vol.6

げん き

健康相談
　保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を行っていま
す。赤ちゃんから高齢者の方まで、どなたでも利用できます。
お気軽にご利用ください。
受付時間　午前9時～午前11時
　　　　　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒2300）
内　　容　身体測定・体脂肪測定・食事相談など
※その他、健康に関することで相談したいことがある方はご
相談ください。
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宇土の農作物にこだ
わって作っています。
　宇土の安全・安心な農産品を
少しでも多くの人に食べてもらって、
知ってもらうために頑張っています。
　女性の感性で、農村文化の豊か
さの継承と創造を目的として地
域社会に貢献する活動を

目指します。

農園レストラン つつじヶ丘
オープン！！

来てはいよ！

広
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う
と
は
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境
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印
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「
水
な
し
印
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」で
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刷
し
て
い
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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広
報

 う
と

中
なかもり

森　大
だいき

輝ちゃん
（松山町）

Ｈ２4 年 6 月 5日生　２ 歳

岩
いわむら

村　真
ま ゆ か

優香ちゃん
（境目町）

Ｈ２4 年 6 月 9日生　２ 歳

志
しがき

垣　蒼
そうしん

心ちゃん
（松山町）

Ｈ ２5 年 6 月 15 日生　1 歳

田
たしろ

代　綾
あやな

菜ちゃん
（三拾町）

Ｈ ２5 年 6 月 16 日生　1 歳

黒
くろだ

田　秀
しゅうか

香ちゃん
（北段原町）

Ｈ２5 年 6 月 18日生　1 歳

山
やま

本
もと

　奈
な お

央ちゃん
（新町）

Ｈ２5 年 6 月 ２4日生　1 歳

髙
たか

辻
つじ

　裕
ゆ き な

希菜ちゃん
（北段原町）

Ｈ２3 年 6 月 16日生　3 歳

園
そのむら

村　晴
はる

ちゃん
（走潟町）

Ｈ２5 年 6 月 ２9日生　1 歳

　掲載希望の方（3歳まで）は誕生月の前月5日（5
日が休日の場合は前日）までにまちづくり推進課情報支
援係に申込んでください。応募多数の場合は、抽選に
なります（過去に掲載されていない方を優先します）。
問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒ 1111（内
線 2206）

ハッピーバースデーハッピーバースデー
元気い

っぱい宇土っ子元気い
っぱい宇土っ子

営業日：毎週土曜日
時　間：11：00 ～15：00

〈宇土市女性コミュニティ「つつじ会」　☎㉔6400（土曜日のみ）〉


